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シンポジウム講演�

藍をはぐくむ微生物の力

櫻谷英治（徳島大・生物資源）

徳島県の伝統工芸である藍染はタデ科植物の葉に含まれる色素を染料とした染物である。日

本において江戸時代には多くの藍染が行われ，かつては阿波藩における生産が盛んであり，現

在でも徳島県の藍染は全国的に有名である。藍染液の製造過程は，「すくも作り」と「染液作り」

の二段階に大別され，いずれも微生物による発酵が関与する（下図）。すくも作りでは，乾燥さ

せたタデアイの葉を 50℃以上の高温で約 100 日間発酵させることで，セルロースなどの植物成

分が分解され，青色色素であるインジゴが合成される。染液作りでは，すくもに水や灰，酒な

どを加え，pH 10 以上の高アルカリ条件において 2～3 週間発酵させることで，非水溶性のイン

ジゴが水溶性のロイコインジゴへと還元され，染液が完成する。これまでに，インジゴ還元能

を有する微生物の報告例はあるが，微生物群がどのように藍染工程に関わっているかについて

は不明な点が多い。我々は染液製造工程の短縮化及び簡便化を目指し，本講演ではまず藍染液

から単離した微生物群の機能について紹介する。

藍染液作りに関与する微生物について，発酵中の藍染液などから高アルカリ条件下で生育可

能な微生物の単離を行った。これらの菌株についてインジゴ還元評価を行ったところ，いくつ

かの菌株が高いインジゴ還元能を示した。それらを簡易同定した結果，Enterococcus 属，

Alkalibacterium属，Chryseomicrobium属の細菌であることが示唆された。次に，インジゴ還元反

応液における培地組成を検討したところ，グルコース濃度の増加に伴ってインジゴ還元力が増

加した。また，選抜株において湿菌体だけでなく，風乾菌体及び凍結乾燥菌体を用いても同等

のインジゴ還元能を示すことがわかった。さらに，インジゴを還元するための電子伝達にメデ

ィエーターが関わっていると仮定し，数種のメディエーターの効果を確認したところ，アント

ラキノンを用いた場合にインジゴ還元力が約 1.5 倍に向上した。本発表では，単離された微生

物の機能だけでなく，すくもを用いて独自に発酵建てを行うことで得られた藍染液の状態観察

やその中に含まれる有機酸分析結果についても紹介したい。
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藍染の工程
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 ࣮ࣕࢳࢫࢡࢸࡉࡋ࠸࠾
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� など（めࡁ）⌮⫙，⧊ーは本᮶は㣗ရにᑐする用ㄒでは↓く，生地，⧊り᪉，組ࣕࢳスࢡࢸ

を表す用ㄒであるが，1930 ᖺ代㡭からࢳーࢬ，ジࣕ࢞イࣔ⢊ᮎ，㣗⫗などのᅛᙧ状㣗ရのもろ

さ，◳さなどの㣗ឤ༶ࡕ力Ꮫ的≉性及び⢏状などと関㐃࡙けられてࡁていた㸯）。そのような中

で，Szczesniak は㣗ရにおけるࢡࢸスࣕࢳーを≉性によってࢡラス分けした㸰）。これは，現在も

㣗ရのࢡࢸスࣕࢳーࣉロࣇイルとして，㣗ရの分析によく用いられている。 
� 㣗ရのおいしさとࢡࢸスࣕࢳーの関㐃にᑐする有名な◊✲として，ᯇ本らの◊✲㸱）がᣲࡆら

れる。ᯇ本らはㄪ⌮ᖌ 32 名とㄪ⌮Ꮫᢸᙜのᩍᖌ 50 名にᑐし，16 種㢮の料⌮のおいしさに㈉⊩

する㣗ရの≉性（⏑，酸，᪨などの，㤶り，色やᙧなどのእ観，◳㌾，らかさ等の

力Ꮫ的≉性，そして温度）についてアンࢣートᙧᘧのㄪᰝをᐇした。๓㏙の≉性のうࡕ，

と㤶りを化Ꮫ的，どぬ≉性であるእ観と力Ꮫ的≉性を物⌮的として，ྛ料⌮にᑐする㈉⊩

度を⟬ฟした。その結果，༸㇋⭉，↻㇋，⦎りようかん，ࢽンジンのグラࢵセ及びⓑ㣤などの

ᅛ体状㣗ရのおいしさにᑐする物⌮的の㈉⊩度は，それࡒれ 72.7，67.4，62.7，62.1 及び 62.0㸣
であった。୍᪉，ࣞ࢜ンジジࣗース及びΎ酒の液体状㣗ရのおいしさにᑐする物⌮的の㈉⊩

度は，それࡒれ 18.3 及び 10.7㸣であった。༶ࡕ，ᅛ体状㣗ရのおいしさには物⌮的，いわࡺ

るᗈ⩏のࢡࢸスࣕࢳー（どぬ≉性と力Ꮫ的≉性を含める）が大ࡁなᙳ㡪を及ࡰす。 
� このようにᅛ体状㣗ရのおいしさにはࢡࢸスࣕࢳーのᙳ㡪が大ࡁい。ᗈ⩏のࢡࢸスࣕࢳーは

力Ꮫ的≉性とどぬ≉性を含めるが，୍⯡に㣗ရのࢡࢸスࣕࢳーというと力Ꮫ的≉性を表すこと

が多い。༶ࡕ，⊃⩏のࢡࢸスࣕࢳーは力Ꮫ的≉性とゝうことになる。この㣗ရの力Ꮫ的≉性に

は，㣗ရのᵓ造が大ࡁくᙳ㡪する。 
� さࡁࡠうどんのコࢩは有名であるが，ⲗで┤ᚋはコࢩを有してるうどんもⲗでてからの時間

が⤒過すると，コࢩが↓くなる，༶ࡕⲗでᘏびすることは୍⯡によくしられている。୕ᮌ㸲）に

よると，ⲗで┤ᚋのうどんはⲗでᘏびしたうどんよりもṍ⋡ 60㸣㏆までは応力がᑠさくそれ

以上は高くなる。༶ࡕ，コࢩのあるうどんはჶࡳጞめはᰂらかく，かࡳษるにはᙉい力をᚲせ

とする。୍᪉ⲗでᘏびしてコࢩの↓いうどんは，表㠃㏆はⲗで┤ᚋよりࡴしろ◳くなり中ᚰ

㏆はᰂらかい。ᮌᮧ㸳）や୕ᮌ㸲）によると，ⲗでうどんの表㠃㏆はデンࣉンが完全に⢶化し

ているが中ᚰ㒊分ではデンࣉンがṧᏑしており， これが，表㠃がᰂらかく中ᚰ㏆が◳い㣗ឤ

のཎᅉと⪃えられる。୍᪉ⲗでᘏびでは，表㠃が◳くなり中ᚰ㒊分の◳さがప下するが，これ

には表㠃㏆の⢶化したデンࣉンの⪁化や表㠃から中ᚰ㒊への水分⛣ືが⪃えられる。しかし，

表㠃㏆のデンࣉンの⪁化は X ⥺ᩓで観察されず㸴）に水分⛣ືによると⪃えられる。 
� ࣚーグルトのようなἜ含有ࢤルの力Ꮫ≉性は，Ἔとࢤルをᙧ成するࢵࢿト࣡ーࢡの┦

作用のᙳ㡪を大ࡁくཷける㸵）。講演では，これらについても紹介する。 
㸯）合㇂⚈୍，おいしさの科Ꮫとࣅジࢿスᒎ㛤の᭱๓⥺（㒔⏥� ₩，᯽ᰗ� ㄔ� ⦅ⴭ），pp.53Ѹ
 。ーฟ∧，ᮾிࢩ࣒ーエࢩ，(2017)65
㸰）Szczesniak S. Alina, J. Food Sci., 28, 385-389(1963). 
㸱）ᯇ本௰子，ᯇ元ᩥ子，ㄪ⌮科Ꮫ，10，97Ѹ101(1977). 
㸲）୕ᮌⱥ୕，㐍化する㣗ရࢡࢸスࣕࢳー◊✲（ᒣ㔝ၿṇ� ┘ಟ），pp.277-288, NTS(2011). 
㸳）ᮌᮧら，㎰化，70, 1343-1350(1996). 
㸴）ᘅ⃝⚽ら，㎰化中ᅄ国ᨭ㒊➨ 36 ᅇ講演講演せ᪨㞟，33(2013). 
㸵）Gohtani Shoichi, et al., Food Colloids, Biopolymers and Materials, ed. By Dickinson E. and van 
Vliet T., pp.100-108, The Royal Society of Chemistry(2003). 
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㓝⣲をࡓࡗዲ࠸ࡋࡲのసࡾ᪉ 

㕥ᮌ⚽அ㸨（ிᕤ⧄大・ᛂ⏝生物Ꮫ⣔） 
 

� 㣗ရのはᇶ本といわれる，すなわࡕ，⏑，酸，ሷ，ⱞ，うまからなる。

うまは，すὒでᗈく認▱されていたそれ以እのᅄᇶ本ではㄝ明でࡁないことから日本発の

ᇶ本となったが，その定╔には㛗い時間がかかった。しかし，ᑡなくとも㣗ရ科Ꮫの◊✲⪅

の間では͆umami͇としてୡ⏺中で㏻用するようになった。୍᪉，日本ேは͆コࢡ͇あるい

は͆コ͇ࢡというゝ葉をうが，その用ἲにはかなりのಶேᕪがある。ラーメンのコࢡとࣅー

ルのコࢡは明らかに␗㉁なものであるが，⚾達はおな͆ࡌコ͇ࢡというゝ葉で「コࢡがある」

とか「コࢡがない」とかいうのである。上⏣らは「コࢡ物㉁とは，それ自㌟はᙅい㤶りと⏑

をᣢっており，それをᑡ㔞ῧ加することにより，例えࡤ，ᣢ⥆性，ཱྀの中でのᗈがり，ཌࡳ

といった料⌮の風を増ᙉするもの」と定⩏し，1) 㣗ရ科Ꮫの◊✲⪅の間ではこの定⩏がおお

ࢽイࢸスࢩル࣑ン（Ț-グルタ࢜ࢳけධれられている。上⏣らのこのㄽᩥ中でも，グルタཷࡡࡴ

ルグリࢩン）がコࢡをもたらすことを㏙ているが，ࢻイࢶの Hofmann のグルーࣉが 2007
ᖺ以㝆，❧て⥆けにȚ-グルタ࣑ル化合物がコࢡ物㉁であるという報告 2)をฟして以㝆，ୡ⏺

の㣗ရ科Ꮫの◊✲⪅の間では͆kokumi͇がὀ目されるようになっている。 
� Ț-グルタ࣑ルトランスࢲࢳࣉ࣌ーࢮ（GGT）はȚ-グルタ࣑ル化合物の合成反応と加水分解

反応をゐ፹する生物⏺にᗈくᏑ在する酵素である。演⪅は細菌の GGT のᇶ♏から応用までᖜᗈ

く◊✲してࡁた。その過程で，ⱞア࣑ノ酸をȚ-グルタ࣑ル化するとそのⱞが的にపῶす

ることをぢฟして以᮶，3) コࢡㄪ料の製造ἲの㛤発など，GGT を用いた㣗ရの࿊性ᨵኚ

について◊✲を行ってࡁた。4) ᅇの講演では，演⪅のこれまでの◊✲を中ᚰに GGT の㣗ရへ

の応用についてࡈ紹介したい。 
 
1) Y. Ueda et al. Characteristic flavor constituents in water extract of garlic. Agric. Biol. Chem. 54:163− 
169 (1990). 
2) Dunkel et al. Molecular and sensory characterization of γ-glutamyl peptides as key contributors to the 
kokumi taste of edible beans (Phaseolus vulgaris L.). J. Agric. Food Chem. 55:6712−6719 (2007). 
3) H. Suzuki et al. Improvement of the bitter taste of amino acids through the transpeptidation reaction of 
bacterial γ-glutamyltranspeptidase. J. Agric. Food Chem. 50:313−318 (2002). 
4) H. Suzuki et al. New method to produce kokumi seasoning from protein hydrolysates using bacterial 
enzymes. J. Agric. Food Chem. 65:10514−10519 (2017). 
 
㸨 E-mail: hideyuki@kit.ac.jp 
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≉ู講演 

ⰾ㤶資源࡚ࡋの᯿ᶲ㢮�  ̿⏝の≉ᛶࡑ̿

ἑᮧṇ⩏（㧗▱大・ᅵబ FBC） 
 

� カンキࢶ属（Citrus）は，2000～3000 ᖺ๓に，イン࣭ࢻア࣒ࢧࢵ地ᇦで発生したといわれ

ている。㛗い時間をかけてࡺっくりとᮾにすに⛣ືし，ྛ地で多くのရ種を生ࡳฟしてࡁた。

日，༙⌫から༡༙⌫の温ᖏ～⇕ᖏ地ᇦにかけて୍種㢮以上のカンキࢶが生育࣭᱂培され

ている。FAOSTAT (2016)によれࡤ，ୡ⏺のᅄ大果ᐇ（カンキࢼࢼࣂ，ࢶ，リンゴ，࢘ࢻࣈ）の

うࡕ，カンキࢶの生産㔞は約 1.46 ൨トンであり，1985 ᖺ以㝆➨ 1 である。ゝいえれࡤ，カ

ンキࢶ㢮はୡ⏺のே々にもっとも㣗され，ዲまれている果ᐇといえよう。また，ኳ↛㤶料ᕷ場

においても，カンキࢶ⣔が㤶料全体の約 65㸣を༨めている。㤶料は㣗ရ，㤶⢝ရ，㤶水，Ὑ，

ⰾ㤶，アロ࣐⎔ቃなどのᖜᗈい分㔝で用されていることから，⚾たࡕはカンキࢶ⣔のࣞࣇ

ーࣂー，ࣞࣇグランスに日ᖖ的に↓ព㆑的に᥋していることになる。このようなことから，カ

ンキࢶ⣔の㤶りはேにዲまれ，ཷけධれられやすい㤶りであることが大ࡁな≉ᚩの୍つとい

えよう。ᅇ，カンキࢶ㢮，とりわけ，ᅄ国୕県（高▱，徳島，ឡ）で全国生産㔞のᅄ分の

୕以上を༨めるࣘࢬ（Citrus junos）を中ᚰに，その≉性と用について㌟㏆な例で紹介する。 
� 果ᐇ㢮の中でもカンキࢶ㢮は，ⰾ㤶の※となる⢭Ἔが果⓶のࡳに㞟✚しており，かつ⢭Ἔ㔞

も 0.1～2㸣との果ᐇにẚてはるかに多い。カンキࢶの場合，እ果⓶をࣇラࢻ࣋，そのෆഃ

のⓑい㒊分をアルࢻ࣋とよんでいる。ࣇラࢻ࣋表㠃には↓数のᑠ⢏のἜ⬊がࡳられ，この中に

⢭Ἔが✚されている。ᦢỒᚋのカンキࢶ果⓶ṧ´にはまだ多くの⢭ἜがṧᏑしている。⢭Ἔ

の用㏵はᗈく，また㈨※の有効用の点からもṧ´からの⢭Ἔᅇは㔜せである。⚾たࡕは，

より効⋡的な㉸㡢波༳加ᆺならびに࣐イࢡロ波↷ᑕᆺῶᅽ水Ẽ␃ἲを㛤発し，現在ᐇ用化

されている 1)。 
� カンキࢶの㤶りは๓㏙のように，ዲましい㤶りとして，㣗ရ࣭㤶⢝ရ分㔝などでᗈく用さ

れている。カンキࢶの⢭Ἔ࣭㤶りについて，ච㈿ά作用，ᢠ菌作用，ᢠ⫧‶作用，自ᚊ⚄⤒

⣔への作用，࣍ルࣔンࣂランスㄪ⠇，ᢠ酸化作用，がん細⬊の増Ṫᢚไ，発がん性物㉁の生成

ᢚไ作用などᵝ々な機能性に関する◊✲報告がされてࡁた。୍᪉，わが国のアロ࣐⎔ቃ分㔝は

1985 ᖺ㡭から╔ᐇに発ᒎし，⿵完代᭰⒪ἲとしてもྲྀりධれられてࡁている。本講演では，ࣘ

ス効果ࢡࢵ⢭Ἔのධ㝔ᝈ⪅にᑐするリラࢬ ず果効の「ࡺ」，(2 3)について◊✲例を紹介する。 
カンキࢶ㢮は生㣗や加工の過程で約 46㸣がṧとしてᗫᲠされている。ⰾ㤶㈨※としてのカ

ンキࢶ㢮は果ᐇ，果Ồ，果⓶は可能な㝈り有効用されてࡁたが，種子だけは用されていな

いのが現状である。⚾たࡕは，ࣘࢬ種子からࢩー࢜ࢻイルをᢳฟし，化⢝ရཎ料やアロࢸ࣐ラ

イルにಖ湿࢜ࢻーࢩࢬࣘ，た。᭱㏆ࡁイルとしての用の㐨をᣅいて࢜ーにおけるキࣕリアࣆ

効果，⨾ⓑ効果がぢฟされた 4)。㈨※を 100㸣ά用することは，ⰾ㤶㈨※としての価್をさらに

高めることにもなる。᭱㏆はᾏእでも“YUZU”として▱られるようになり，ࣘࢬの⢭Ἔととも

にのアロ࣐ᇶᮦとして発ᒎがさらにᮇᚅされる。 
� 日本ྛ地には数多くの種㢮の㤶酸カンキࢶがあり，それࡒれ独≉のࣞࣇーࣂーをᣢྂࡕくか

ら日本ேの㣗⩦័に㥆染まれてࡁた。多くの種㢮の㤶酸カンキࢶが㈹用されてࡁたことは，ࣞ

ࣔンやライ୍࣒㎶ಽともいえるㅖእ国とẚ㍑した場合，日本の㣗ᩥ化の多ᵝ性あるいは日本ே

の細やかなぬセンスの表れの୍つともいえるのではないだろうか。 
 
1) ἑᮧ，᯽ᮌ，⏣㑔，におい࣭かおり⎔ቃᏛㄅ，43, 102-111 (2012).� 2) ἑᮧ，アロࢸ࣐ラ

�.ーᏛ㞧ㄅ，9, 55-65 (2009)ࣆ 3) ๓⏣，Aroma Research，12, 317-320 (2011).� 4) ྜྷ㔠，アロ࣐

�.ーᏛ㞧ㄅ，15, 54-62 (2015)ࣆラࢸ
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㸿－１� ⺯光ㄏᑟయࡓ࠸⏝ࢆスࢥルビン㓟のࣛࢭࣈルࢪ࣮࣓ンࢢ 
○㟷田，ຍ᮶田博㈗ 1，田❶博（┴ᗈ大・⏕⎔ቃ，1ᒸ山大㝔・་ṑ⸆） 
 
 

�

【目的】スࢥルビン酸(AA)はከᵝな生理స用を有するが，そのస用࣓࢝ニ࣒ࢬのከくはᮍ解明なⅬが

ከい。AA のస用Ⅼならびに⣽⬊内分ᕸを解ᯒするࢶールとして AA の㑏ඖస用を用した蛍光࣓ージ

ンࢢが行ࢃれている。しかし，᪤▱の方法は AA により㑏ඖされて蛍光ᙉ度がᙉくなった分子をほᐹす

る間᥋的なᡭ法のため，㑏ඖᆺ AA の⤒時的なほᐹがᅔ㞴である。本研究では，AA に蛍光分子を導ධし

た AA 蛍光誘導体による┤᥋的かࡘ⤒時的な AA の生⣽⬊内࣓ージンࢢを行うことを目的とした。 
【方法・結果】AA の 2 位または 6 位に蛍光分子(NBD 基，Dansyl 基)を導ධしたᏳ定ᆺ蛍光誘導体を合成

した。これらを用いて，それぞれの蛍光誘導体の⣽⬊内ྲྀり㎸み量を測定し，ྲྀり㎸み量が比㍑的ከい

蛍光誘導体にᑐしては AA とのඹῧ加によるྲྀり㎸み➇合㜼ᐖヨ験を行った。その結果，6 位 NBD 誘導

体(6N)は⣽⬊内にከくྲྀり㎸まれており，また AA とのඹῧ加によってྲྀり㎸み量がῶᑡしたため，6N
は AA と同じトランス࣏ーターによってྲྀり㎸まれていることがㄆめられた。ḟに，6N の生⣽⬊内࣓

ージンࢢを行ったところ，⣽⬊内ᒁ在がぢられた。また，AA 及び AA の 5 位立体異ᛶ体であり AA より

もྲྀり㎸み量がຎるࢯ࢚ࣜルビン酸(EA)をあらかじめ⣽⬊内に分ᕸさࡏることで，6N のᒁ在がどのよう

に変化するか᳨ウした。その結果，AA の๓処理では 6N のᒁ在化がప下したが，EA の๓処理では 6N の

ᒁ在化がぼ変化しなかった。この結果より，6N は AA の分ᕸをᫎしていることが示唆された。⌧在，

6N が⣽⬊内小ჾᐁにᒁ在しているか，また 6N の⤒時的な࣓ージンࢢにࡘいて᳨ウ中である。 
 
 
 

㸿－２� ㉁のࢡᶆⓗタンパࡿルビン㓟の⬺㢛⢏ᢚไస⏝Ⓨ⌧に㛵すࢥスルࢩࢹࢻ-3

᥈⣴ 
○➉ඖ� ⪽，ఀᮾ⚽அ 1，田❶博（┴ᗈ大・⏕⎔ቃ，1ᒸ山┴大・ಖ⚟♴） 
 

�

【目的】これまでにスࢥルビン酸のᏳ定化や⬡⁐化をᅗった誘導体の㛤Ⓨが行ࢃれている。その୍ࡘ

にスࢥルビン酸の 3 位にルキル㙐を導ධした ルビン酸がある。ᡃࢥスルキル-3 々は RBL-2H3 ⣽

⬊を用いた⬺㢛⢏ᢚไస用ホ౯において，Ⅳ⣲数 12 の 3-ドデシルアスコルビン酸�3-DodecylAA)にᙉい

⬺㢛⢏ᢚไస用をぢฟしている。そこで，本研究では，3-DodecylAA のస用Ⓨ⌧࣓࢝ニ࣒ࢬを解明する

ために，3-DodecylAA 誘導体をᅛ定化した☢ᛶビーࢬをస〇し，RBL-2H3 ⣽⬊ᢳฟタンパࢡ㉁から

3-DodecylAA ᶆ的タンパࢡ㉁の᥈⣴を行うことを目的とした。 
【方法・結果】3-DodecylAA の࢚ンジ࢜ールラࢡトンᵝᵓ㐀及びルキル㙐をᶆ的タンパࢡ㉁にㄆ㆑さ

るために，3-DodecylAAࡏ の 6 位からのᅛ定化が㐺当であると⪃えた。☢ᛶビーࢬのᅛ定化には分子

内に୍⣭ミࣀ基がᚲ要である。そのため，3-DodecylAA の 6 位水酸基を୍⣭ミࣀ基に変した

6-Amino-3-dodecylAA を合成した後，☢ᛶビーࢬにᅛ定化した(3-DodecylAA ビーࢬ)。また，ࢥントロー

ルとして࢚タࣀールミンをᅛ定化した☢ᛶビーࢬ(ࢥントロールビーࢬ)をస〇した。ᶆ的タンパࢡ㉁の

᥈⣴は SDS-PAGE により解ᯒし， 3-DodecylAA ビーࢬに吸╔したࣂンドの中で，ࢥントロールビーࢬに

吸╔していないࣂンドにᑐして 3-DodecylAA ᵓ㐀に≉異的な吸╔であるかを➇合㜼ᐖにより᳨ウした。

その結果，3-DodecylAA ビーࢬに≉異的に吸╔したࣂンドを数ಶぢฟすことができた。今後はᶆ的タン

パࢡ㉁を同定し，3-DodecylAA の⬺㢛⢏ᢚไస用Ⓨ⌧࣓࢝ニ࣒ࢬを明らかにしていきたい。 
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㸿－㸱�  ␗ン㢮㛫࡛の⏕ྜᡂ⤒㊰のᕪࣔࢧࢭントࣛࡿࡅ࠾マᇵ㣴᰿にࢦ
బ⸨㱟ኴ，○ྂᮏᩄኵ（㤶川大・㎰） 
 
 

�

【目的】ントラࢭサࣔン㢮は，ࢦマ（Sesamum indicum L.）によって生⏘されているḟ௦ㅰ⏘物であ

り，ඹ㏻のⅣ⣲㦵᱁として C6ഃ㙐が結合したントラキࣀン⎔を有しているントラキࣀン⣔化合物で

ある。ントラࢭサࣔン㢮の生合成⤒㊰にࡘいては，これまでඹ㏻の生合成中間体として MPAQ（࣓ࢳ

ル࣌ンテニルഃ㙐をᣢࡘントラキࣀン）や GNHQ（ࢤラニルഃ㙐をᣢࢼࡘフトヒドロキࣀン）が㛵与

していると⪃えられてきた。今ᅇ，㔜水⣲ᶆ㆑した MPAQ と GNHQ のࢦマ培㣴᰿のᢞ与実験の結果，

およびその結果から推測されたントラࢭサࣔン㢮の生合成⤒㊰にࡘいて報告する。 
【方法・結果】化学合成した[2H5]GNHQ と[2H4]MPAQ をࢦマ培㣴᰿にᢞ与したところ，GNHQ はその㛢

⎔体である MPAQ に変されること，および MPAQ はそのഃ㙐⬺水⣲体である(Z)-MPDEAQ に変され

ることが明らかとなった。୍方，MPAQ のジヒドロキࢩントラキࣀン体であるントラࢭサࣔン B と

その࣏࢚キࢩ体の変はㄆめられなかった。[2H4]MPAQ のᢞ与量や培㣴᮲௳を変᭦した実験におい

ても，ントラࢭサࣔン B とその࣏࢚キࢩ体には変されࡎ，さらにントラࢭサࣔン B のഃ㙐⬺水⣲

体である(Z)-デヒドロントラࢭサࣔン B の変もㄆめられなかった。以上の結果より，(Z)-MPDEAQ

はண㏻り GNHQ と MPAQ を⤒て生合成されているが，ントラࢭサࣔン B などのようなントラキࣀ

ン⎔に酸⣲ᐁ⬟基をᣢࡘントラࢭサࣔン㢮は，GNHQ や MPAQ の生成より上ὶẁ㝵で分ᒱした௦ㅰ⤒

㊰を⤒て生合成されているྍ⬟ᛶが示唆された。 
 
 
 

㸿－㸲� NAADP ンタࢽࢦスト�Ned-19 ࡀ᭷す᳜ࡿ≀⏕㛗㜼ᐖάᛶ�

○ᑠฟ♸ᐇ，ᑠᒾ⨾᭶，Ύ田ὒṇ，Ἠ� ᐇ（ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕） 
 
 

�

【⫼ᬒ・目的】ࣜࢯࢯー࣒からの Ca2+ ࢜ンᨺฟを誘導する࢝ࢭンド࣓ࢭࢵンジࣕーとして，NAADP

（nicotinic acid adenine dinucleotide phosphate）がⓎぢされた。ᡃ々はࣦーࣕࢳルスࣜࢡーニンࢢを有効

ά用することにより，NAADP 受ᐜ体のンタࢦニストとして Ned-19 をぢฟした[1]。近年，ᵝ々なࢢ

ルーࣉにより Ned-19 を用いた研究が行ࢃれ，࢚࣎ラウルスのឤᰁ防Ṇに効果があること[2]などが報

告されている。そこでᡃ々も，合成した Ned-19 誘導体を用いて✀々の生物άᛶホ౯を行ったところ，

Ned-19 誘導体が植物のⓎ芽を㜼ᐖすることをぢฟした。本研究ではさらにヲ⣽な᳨ウを行った。 
【方法・結果】ハࢥࢲ࢝ࢶン，ロ࣓ンレタス，ⴥࢠࢿの✀子を Ned-19 誘

導体をሬᕸしたࣕࢩーレに✀するⓎ芽ヨ験を行った。その結果，Ned-19 

誘導体がⴥࢠࢿにᑐしてⓎ芽㜼ᐖάᛶを有することが示唆された。୍方で

ハࢥࢲ࢝ࢶン及びロ࣓ンレタスにᑐするⓎ芽㜼ᐖはぢられなかった

が，᰿の生長に異ᖖがぢ受けられた。そこで，Ned-19 誘導体をሬᕸしたᾏ

◁をධれた⟄ᙧ࢞ラスᐜჾに✀子を✀して 7 ᪥間培㣴した後に，ᆅ上

部とᆅ下部の長さを測定する生長ヨ験をヨみた。その結果，Ned-19 誘導体

が植物にᑐして生長㜼ᐖάᛶを有することが明らかになった。 
[1] E. Naylor et al., Nat. Chem. Biol., 2���, 5, 220.  [2] Y. Sakurai et al., Science, 2�1�, 347, 995. 
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㸿－㸳� ≀⏘ⴥḟ௦ㅰࣈ࣮ࣜ࢜ oleuropein aglycon のࣆ࢚マ࣮ࡑのᚤ⏕≀㑏ඖ⏕ᡂ≀

のᵓ㐀ゎᯒ 
○ᰩཎᑠⵗ，ྂ㈡ࡾࡲ子，㛗谷ᣅ┿ 1，⳥ᆅᩗ୍ 1，ᚎ� ᜨ⨾ 1，ோᡞ田照ᙪ，

神ᓮ� 浩（ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕，1᪥ᮏࣈ࣮ࣜ࢜（ᰴ）） 
�

【目的】ᡃ々はこれまでにࣜ࢜ーࣈⴥᢳฟ物のパン㓝ẕ処理により oleuropein aglycon (1)のルデヒド基

が㑏ඖされ reduced oleuropein aglycon (2) が生成すること，またᢳฟ物中では 1はに(5S,8R,9S)体の 1D
として存在し，その㑏ඖ生成物である 2Dも同じ立体㓄⨨であることをぢฟした。୍方で，1Dには立体異

ᛶ体の存在が報告されており，当研究ᐊでも HPLC 分ᯒにおいて基㉁⁐ᾮでは 1D，応ᾮでは 2Dのࣆー

近に㢮ఝのࢡ UV 吸収スࢡ࣌トルをᣢࡘ化合物(それぞれ 1E, 2E)が᳨ฟされた。そこで，これらの化合

物のᵓ㐀解ᯒを行った。【方法・結果】分ྲྀ ODS-HPLC を用いて，ࣜ࢜ーࣈⴥᢳฟ物から 1Eをに含ࡴ

⏬分を得た。1Eを 1Dの立体異ᛶ体であると推測し，1H-NMR データをㄽᩥデータと比㍑したところ，化

学ࢩフト್及び結合定数が 1の(5S,8S,9S)体のᩥ⊩್と୍⮴した。また全ての 1H ルを▩┪↓くᖐᒓࢼࢢࢩ

できたことから，1Eは 1の(5S,8S,9S)体，༶ࡕ 1Dの 8 位のࣆ࢚マーであると示された。ḟに 1Eを含ࡴᢳ

ฟ物の変応で生成した 2Eを༢㞳し，全ての 1H ルをࢼࢢࢩ 1Eの㑏ඖ生成物のᵓ㐀にᖐᒓすることが

できた。NOE ┦㛵から，H-6 と H-8 がࣜࢥࢭドドᵓ㐀の⎔平㠃にᑐして同じഃに，H-1, H-5, H-10 が

そのᑐഃに位⨨すると⪃えられ，2E は 1E と同じ立体㓄⨨を有することが示唆された。また，1E 及び

2E の不ᩧ中心近のࣉロトンの結合定数の್が㢮ఝのഴ向を示したことからも，これらが同じ立体㓄⨨

を有することがᨭᣢされた。᭦に，異なる比⋡で 1D と 1E を含ࡴ」数のᢳฟ物を変応に౪したとこ

ろ，同じ比⋡で 2Dと 2Eが生成し，立体を保ᣢして変することが示された。 
 
 
 

㸿－㸴� マ࢘ス⭠内⣽⳦ྀにࡿࡼ C-㓄糖య mangiferin ンࢥࣜࢢのࡑࡽ norathyriol 
 のኚ
○୕ᮌ㤶，川上⚽ 1，す谷ὒ㍜ 1，᱓ཎ浩ㄔ 1，ோᡞ田照ᙪ，神ᓮ� 浩 
（ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕，1ၿ〇⸆（ᰴ）） 

�

【目的】Mangiferin は植物に㇏ᐩに含まれる C-㓄糖体であり，そのࢥࣜࢢン norathyriol は mangiferin

とは異なり⾑糖㝆下స用などの生理άᛶをᣢࡘことから，mangiferinからの norathyriolの生⏘がᮃまれる。

୍方で C-ࢩࢥࣜࢢド結合は O-ࢩࢥࣜࢢド結合と比分解されにくく，この変άᛶを有する⣽⳦の報告

はᑡない。そこで，ᡃ々はヒト⭠内⣽⳦ྀに確かに本άᛶが存在することを確ㄆし，その⣽⳦ྀを用

する効⋡的な変᮲௳の᳨ウを行った 1）。本研究ではάᛶの有↓がᮍだ報告されていないマウス⭠内⣽⳦

ྀを用いて mangiferin 変応を行い，その結果άᛶがㄆめられたため，その応のヲ⣽᳨ウを行った。 
【方法・結果】ヒト，マウスのそれぞれ異なるಶ体から採ྲྀした⣅౽から⭠内⣽⳦ᠱ⃮ᾮを┤᥋ㄪ〇し，

mangiferin 変応を行ったところ，ヒト⣅౽ではᚑ来㏻りಶ体差はあるものの全てのヨᩱでάᛶがㄆめ

られたが，マウス⣅౽では今ᅇㄪ〇したヨᩱにάᛶはㄆめられなかった。しかし，それぞれの⣅౽⏤来

⭠内⣽⳦ྀを᎘Ẽ᮲௳下でᾮ体培㣴すると，ヒトに加えマウス⣅౽⏤来のヨᩱにもάᛶを示すものがあ

り，マウス⭠内⣽⳦ྀもάᛶを有することが分かった。⥆いてマウス⭠内⣽⳦ྀのᕼ㔘平ᯈ培㣴を行っ

たところ，༢⊂ࢥロニーを得られるᕼ㔘⋡で生育した⳦体はάᛶを示さなかったが，それをᾮ体培㣴す

るとάᛶがㄆめられた。そこでᕼ㔘平ᯈ培㣴とᾮ体培㣴を⧞り㏉して変άᛶᰴを濃⦰し，ࢥロニーを

ᙧ成しάᛶを示す⳦体が生育した培ᆅから⳦ᰴの༢㞳を行った結果，ఇṆ⳦体応でάᛶを示す༢㞳ᰴ

を得た。1）ゅ༡・ோᡞ⏣・⚄ᓮら，Active Enzyme Molecule 2014（ᐩᒣ）㓝⣲ᕤ学研究➨ 72 ᅇㅮ₇ 
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㸿－㸵� ᒓࣜࢭࢼ LOSの୰ᛶࢥ �糖ࡧࡼ࠾ �糖のྜᡂ◊✲�

○大谷┤㍤，୍ᰗ� ๛（㫽ྲྀ大㝔・㎰）�

 
 

�

【目的】ࢢラ࣒㝜ᛶ⣽⳦が⣽⬊እ⭷に⏘生する」合糖⬡㉁（LPS/LOS）は�O ᢠཎከ糖ࢥ�糖㙐および

Lipid�A からなる。このうࢥࡕ糖㙐には�� Ⅳ糖の L-glycero-D-manno-heptose (Hep)が存在する。その中

でもとりࢃけ Hep の ��� 位で分ᒱした糖㙐ᵓ㐀がከくのᒓに保存されている。このような分ᒱᵓ㐀を合

成する場合�Hep の ��� 位の水酸基が trans-equatorial 㓄向であるため，立体的要ᅉから合成がᅔ㞴である

と⪃えられる。Oscarson らはࢩࢥࣜࢢル化応において Hep 受ᐜ体のࣆラࣀース⎔の㓄ᗙ㌿�4C1ĺ1C4�

を行うことで問題解Ỵがྍ⬟であること報告しているが�合成ᕤ⛬数が増えることが問題となっている。

今ᅇ�ᡃ々は受ᐜ体 Hep の立体㓄ᗙを 4C1 ᆺから変することなく���� 分ᒱ Hep 含有糖㙐

�。Lac(E1-4)[Hep(D1-3)]Hepࠖを合成することをヨみたࠕ

 
 
 
 
【方法・結果】᮲௳᳨ウの結果�トル࢚ンがࢩࢥࣜࢢル化応の⁐፹として㔜要であることぢいだした。

さらにこの応をࣈロࢡࢵ⦰合応にᒎ㛤し�Neisseria ᒓ LOS の分ᒱࢥ �糖ࠕLac(E1-4)[GlcNAc(D1-3) 
Hep(D1-3)]Hepࠖの᭱ึの合成を㐩成した。 

 
 
 

㸿－㸶� ン⣽࢞ࡀン⎔上の⨨ᇶࢮン࣋ンのࢼࢢルࣜࣀࡃḞࢆンの㸷ࢼࢢタンᆺࣜࣈ

⬊，᪻⣽⬊にࡿ࠼影響 
○༲ὠ⨶ⴌ㡢，ᗉ司᭷⍵子，すᮏ᫂᪥㤶，す⬥� ᑑ，す� ⏥，Ⳣཎ༟ஓ， 
山内� ⪽（愛大㝔・㎰） 

�

【目的】㐣ཤの研究で(S)-体のࣀルࣜࢼࢢン 1に HL-60 および HeLa ⣽⬊にᑐして IC50 = 6 PM の⣽⬊ẘ

ᛶάᛶを確ㄆした。(R)-体のάᛶは⣙ 3 倍పかった 。また，ࣚ トウの⣽⬊である Sf9 にᑐしては IC50 = 12 

PM であり，(R)-体よりも 2 倍άᛶが高かった (Bioorg. Med. Chem. Lett., 26, 3019-3023, 2016)。そこで，立

体ᵓ㐀を(S)-体にᅛ定して࣋ンࢮン⎔上の⨨基を変した誘導体を合成し，⣽⬊ẘᛶάᛶを比㍑した。 

� �            
【方法・結果】ま7，ࡎ'位を 4-hydroxy-3-methoxyphenyl 基にᅛ定して 7 位の࣋ンࢮン⎔上にᵝ々な⨨基

を有する誘導体を合成し⣽⬊ẘᛶを比㍑したところ，HeLa ⣽⬊にᑐしては 7-(3,4-dimethoxyphenyl)体が

(IC50 = 4.0 PM)，HL-60 ⣽⬊のᑐしては 7-(4-trifluoromethylphenyl)体が(IC50 = 1.8 PM)᭱も高いάᛶを示し

た。Sf9 ⣽⬊にᑐしては IC50 =15-30 PM で誘導体間のきな差はㄆめられなかった。そこで 7 位をそれぞ

れの⣽⬊にᑐして᭱も効果の高かった phenyl 基にᅛ定して HeLa ⣽⬊，HL-60 ⣽⬊にᑐするάᛶをㄪた

ところ，2が IC50 = 0.9 PM のάᛶを示し，� と 4が IC50 = 2 PM のάᛶを示した。Sf9 ⣽⬊にᑐしては

7-(4-trifluoromethylphenyl)体で誘導体間での差がきく IC50 = 5-100 PM だった。そのう᭱ࡕもάᛶが高か

った �はヒトスジࢩマ࢝⣽⬊にᑐしても IC50 ್が 5.4 PM だった。 
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㸿－㸷� 㣗ရᛶ᳜≀୰のࣜࢼࢢンの௦ㅰ⏘≀࡛ࡿ࠶Ș-conidendrinの❧య␗ᛶయࡓࡵྵࢆ

ྜᡂ 
○ⓑ᪉㝧⳯子，す⬥� ᑑ，山内� ⪽（愛大㝔・㎰） 
 

�

【目的】Ș-conidendrin は，㣗ရᛶ植物に含まれるマタレジࣀールの௦ㅰ⏘物として▱られている(J. 
Chromatogr. B 816, 87-97, 2005)が，生体内での立体ᵓ㐀に㛵する報告はなく，その立体ᵓ㐀の生物άᛶに

ᑐする効果も▱られていない。同ᵝの㦵᱁を有する podophyllotoxin は，有ྡな⣽⬊ẘᛶを有するࣜࢼࢢ

ンであり，ẅάᛶ，ᢠかびάᛶ，植物生長ㄪ⠇άᛶも▱られている。本研究は，Ș-conidendrin の立体

ᵓ㐀が生体に与える効果をㄪるために，立体異ᛶ体を含めた合成を目的としたものである。 
【方法・結果】S-体の Evans の不ᩧ⿵ຓ基と anti-Aldol ⦰合を用して得られた立体ᵓ㐀を用してラࢡ

トン 3 を得た後，⎔化基㉁ 導き4 CSA を用いた࣋ンࢮン⎔と࣋ンジル位との分子内 Friedel-Crafts 応

を行った。さらに，酸化によりラࢡトン化を行い(+)-Ș-conidendrin (1)導いた。R-体の Evans の不ᩧ⿵

ຓ基を用いて同ᵝに(-)-Ș-conidendrin (2)も合成した。光学⣧度は(+)-体が 100%ee，(-)-体が 99%ee であっ

た。 

� �          
 
 
 
� �
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Ｂ－１� トマトの糖度に及ぼすパルス光照射の影響 
神内奈々子，○上田愛巳，谷川浩司，前田淳史，梶山博司（徳島文理大・理工） 
 
 

�

【目的】� 近年，トマトのビニールハウス栽培が盛んになっている。なかでも，高糖度トマトの需要は

年々高まっている。これまでは，水分量を絞ったり，塩分濃度を高めたりして，糖度を高めているが，

この方法だと小玉トマトしか栽培できないという問題がある。本研究の目的は，光が当たっていない暗

期に微弱なパルス光を照射することで，高糖度トマトの栽培技術を確立することである。 
【実験方法・結果】� トマトは水耕方式で 3 ヶ月栽培した。蛍光灯を昼間の光源として 12 時間照射後，

パルス光を 8 時間照射した。光合成有効量子束密度（PPFD）は，蛍光灯が 130，パルス光が 0.05 であっ

た。パルス光の中心波長は 449 nm，デューティー比は 20％以下にした。蛍光灯のみで栽培したトマトの

花，蕾，実の総数と糖度，生育状況を基準にして，パルス光照射の効果を定量化した。 
� パルス光照射により，木の全長は 1.5 倍近くにまで高くなり，花，蕾，実の総数は 2 倍近くに増加した。

果実の糖度は部位によって異なっていたが，平均して 1.5-2.0 度高くなっていた。本研究と同じようなパ

ルス光照射をレタス栽培に応用したところ，生育速度が向上し，ビタミン C が増加するという結果が得

られている。トマトの場合には，生育が促進されるだけでなく，果実の数が増え，糖度が高くなること

が明らかになった。パルス光照射が花芽生成や糖度に及ぼす生理学的な影響は不明であり，今後の研究

課題である。 
 

 
 
 

Ｂ－２� レタスのビタミン Cに及ぼすパルス光照射の影響 
○米村彩乃，谷川浩司，梶山博司，前田淳史（徳島文理大・理工） 
 
 

�

【目的】植物は光が当たっている明期に光合成と呼吸をするが，光がない暗期は呼吸のみをしている。 
この暗期に微弱なパルス光を照射することでレタスの生育が促進するとの報告がある。本研究の目的は，

暗期のパルス光照射がレタスのビタミン C 量にどのように影響するかを明らかにすることである。 
【方法・結果】レタスは水耕方式で栽培した。明期には，LED の赤色（660 nm）と青色（450 nm）を 12
時間照射した。LED の赤色と青色の PPFD は，それぞれ 48.3，8.3 及び 1.5 であった。LED 照射終了後の

暗期に，中心波長 450 nm，デューティー比が 0.05，PPFD は 0.1 のパルス光を照射した。栽培したレタス

は所定の時間が来たところで採集した。レタスは採集した後，すぐに-80℃にて保存しレタス内のビタミ

ン C が分解されることを防いだ。このレタスをミキサーで粉砕処理した後，酸化および 2,4-ジニトロフ

ェニルヒドラジン（以下 DNPH と略す）を用いて DNPH 誘導体化を行い，吸光度計及び HPLC にて UV
吸収を測定することでビタミン C 含有量を求めた。 
� その結果，パルス光を LED と同時に照射したレタスのビタミン C は 4.30 mg/レタス 100 g，照射して

いないもの及び市販レタスは 3.10 mg/レタス 100 g，と有意差を示し，パルス照射によりビタミン C 量が

増加することが示唆された。植物は光ストレスを受けると内在成分が変化するが，パルス光照射もレタ

スにストレスを与えている推定できる。このことより，暗期のパルス光照射は，生育促進同時にビタミ

ン C 含有量に効果があることがあきらかになった。 
�
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Ｂ－㸱� ≀ン௦ㅰࢽタンࢪ࢚ࣛ Urolithin A の⏕య内ᣲື 
○᪂ᐿ♸理，᳃� 彩ኟ，ᒾᒸ⿱，ఀᮾ⚽அ（ᒸ山┴大・ಖ⚟♴） 
 
 

�

【目的】� Urolithin A を௦⾲とする࢚ラジタンニンの௦ㅰ物は，⭠内⣽⳦により࢚ラジタンニン分子中の

hexahydroxydiphenoyl 基⏤来の ellagic acid を⤒⏤して生成後，生体内に吸収されることが▱られている。

ྛ✀௦ㅰ物のなかでも urolithin A はᢠ酸化స用，ᢠ⅖స用やᢠ⭘⒆స用などのάᛶを有することが報告

されているが，urolithin A そのものの生体内ᣲືにࡘいてはとんど報告されていない。本研究では，࢚

ラジタンニンの要な௦ㅰ物である urolithin A の⤒ཱྀᢞ与後の生体内ᣲືの᳨ウを行った。 
【方法・結果】� Urolithin A を 1 または 10 mg を SD ⣔㞝ᛶラࢵトに⤒ཱྀᢞ与し，ᢞ与 1, 3, 6, 12, 24 時間

後の⾑₢を採ྲྀした。また，ᢞ与後 48 時間までの⣅およびᒀの採ྲྀも行った。採ྲྀしたサンࣉルは⬺ᢪ

合後，㓑酸ࢳ࢚ルによりᢳฟ，ᅛし，ㄪ〇したサンࣉルを㏫┦⣔HPLCおよびHPLC-MS/MSにて urolithin 
A の定量を行った。Urolithin A は⾑₢中ではとんどがᢪ合体として，ᒀ中ではとんどがフࣜー体とし

て存在していた。また，᭱高⾑中濃度฿㐩時間はᢞ与後 3~6 時間で，ᒀ中ἥはᢞ与 48 時間後において

もἥされていることから，比㍑的長時間体内に␃していることが示された。これらの結果から，

urolithin A は吸収後，⭠⫢ᚠ⎔し，⭈⮚で⬺ᢪ合をされてからᒀ中にἥされていることが示唆された。 
 
 
 

�

�

�

Ｂ－㸲� 㜵⅏᳜≀のᰤ㣴ᡂศศᯒࡧࡼ࠾ᶵ⬟ᛶホ౯ 
○ᩧ⸨㤶⧊，⃝Ⰻᮌᗉ୍，ᰩ田ࡾࡏ 1，ᵽཱྀ㑻 2，ྜྷ㔠� ඃ 3 

（᪥ᮏ㜵⅏᳜≀༠，1㧗▱大・ᅵబ FBC，2ᑠ川ၟ，3ࣀΎዪ・㣗ရᰤ㣴） 
 

�

【目的】近年，きな⅏ᐖがከⓎしている。本༠は，⅏ᐖ時にᏳ全かࡘ⡆᫆なㄪ理法で㣗ᩱに౪され

る植物をࠕ防⅏植物ࠖとྡけ，全ᅜにそのά用方法をᗈめている。しかし，防⅏植物のᰤ㣴学的౯್

などの⛉学的▱ぢはஈしい。そこで本研究は，数✀の防⅏植物のᰤ㣴成分とᶵ⬟ᛶ（ᢠ酸化άᛶ）を分

ᯒし，データ࣋ース化することを目的とした。 
【方法】高▱┴ᅄ༑市に⮬生する 12 ✀㢮の防⅏植物，市販ニラおよび࣍ウレンࢯウを౪ヨヨᩱとした。

୍⯡成分（水分，タンパࢡ㉁，⬡㉁，Ⅳ水化物，㣗物⧄⥔，⅊分），࢝ロテࣀド，スࢥルビン酸，࢝

ルࢩウ࣒，㕲，◪酸ែ❅⣲，総࣏ࣜフェࣀール，およびᢠ酸化άᛶ（SOD ᵝάᛶ，DPPH ラジ࢝ルᾘཤ

άᛶ）を分ᯒ㡯目とした。 
【結果】ከくの防⅏植物は，࣍ウレンࢯウやニラと比て水分含量がపく，タンパࢡ㉁，⬡㉁，Ⅳ水化

物の含量が高かった。β-࢝ロテンはドࢲࢡミが≉にከく，࣍ウレンࢯウの 3.6 倍の含量であった。࢝ルࢩ

ウ࣒と㕲はࢥࣂ࢜࢜が᭱もከく，࣍ウレンࢯウよりも高い含量であった。ࣚࣔࢠ，ドࢲࢡミ，࢝キド࢜

ール含量が高く，┦㛵して高いᢠ酸化άᛶも示した。୍方で，⮬生する防⅏植物の◪酸ࣀフェ࣏ࣜはࢩ

ែ❅⣲量はきࢃめてపかった。これら分ᯒ結果に基࡙き，12 ✀の防⅏植物のᰤ㣴成分データ࣋ースをస

成した。 
 

�
�
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Ｂ－㸳� ᚋⓎ㓝Ⲕのᢠ糖άᛶ及ࡧ㛵ᡂศ 
○டỌᗣኴ，୕ᾆᜤᖹ，᯽ᮌᣑ，▼田ᬛ⁞ 1，▼田⏕ 1，ᖖ㢼⯆ᖹ 1， 
᳃田㟹௦ 1，ᐑ村ᙪ 1，島村ᬛ子，ཷ田浩அ 2 
（㧗▱大・㎰，1㧗▱大・㝃ᒓ㝔⸆㒊，2㧗▱大・ᆅᇦࢭ） 

�

【目的】ẁ㝵Ⓨ㓝Ⲕの◻▼Ⲕに㛵する㐣ཤのᶵ⬟ᛶ研究では，ᢠ酸化స用 (in vitro)，高⬡⾑・ື⬦

◳化ᢚไస用，⬡⫫⣽⬊の⫧化ᢚไస用 (ື物ヨ験)，ンフル࢚ンࢨウルスឤᰁண防効果，⾑中⬡

㉁ᨵၿ効果 (ヒトヨ験) が明らかとされてきた。㛵与成分としては，࢝テキン㢮，ࣆロ࢞ロールが同定さ

れているが，上グのᶵ⬟ᛶを༑分にㄝ明できるものではなく，᳨ウのవᆅがṧされている。本研究では，

生ά⩦័と㛵㐃の῝い後期糖化生成物 (AGEs) の生成㜼ᐖάᛶ (ᢠ糖化άᛶ) をᣦᶆとし，◻▼Ⲕ，及

びྛ✀後Ⓨ㓝Ⲕのάᛶホ౯を行うとともに，㛵与成分の㏣究を行った。 
【方法】⥳Ⲕ，ዲẼⓎ㓝ⲔのࣉールⲔ，ࣂタࣂタⲔ，᎘ẼⓎ㓝Ⲕのミ࢚ン，㜿波ᬌⲔ，ẁ㝵Ⓨ㓝Ⲕ

の◻▼Ⲕ，▼㙓㯮Ⲕをヨᩱとした。ᢠ糖化άᛶ測定はフルࢡトース (Fru) -BSA ⣔，及びࢭࣜࢢルルデ

ヒド (GA) -BSA ⣔にて行い，AGEs の生成を蛍光ᙉ度にて測定した。ᢠ糖化成分の㏣究の㝿はࢭトン

ᢳฟ物をㄪ〇し，ྛ✀ࢡロマトࢢラフィーにて㡰ḟ分⏬を行い，ྛ⏬分のᢠ糖化άᛶホ౯を行った。 
【結果】今ᅇ測定に用いたすてのⲔ㢮にᢠ糖化άᛶがㄆめられた。中でも，⥳Ⲕに᭱も高いάᛶがㄆ

められ，ḟいで◻▼Ⲕに高いάᛶがㄆめられた。⥳Ⲕのᢠ糖化άᛶには࢝テキン㢮の㛵与がきく，Fru

⣔では⣙ 60%，GA ⣔では⣙ 90%のᐤ与⋡を示した。୍方，◻▼Ⲕの場合，࢝テキン㢮のᐤ与⋡は Fru ⣔

で⣙ 10%，GA ⣔で⣙ 55%であった。このことから，◻▼Ⲕ中には࢝テキン㢮以እの㛵与成分が存在する

と⪃えられたたため，⌧在，分ᯒを進めている。�

�

�

�

Ｂ－㸴� 㣗㣵ㄏᑟᛶ⫧‶マ࢘スの⫢⮚ࡧࡼ࠾⭠内⣽⳦ྀに〄㯏㯏Ⲕࡀ及ぼす影響 
○㜿㒊大࿃，㰻⸨� Ṋ，㔝᪉ὒ୍（㎰◊ᶵᵓ・す᪥ᮏ㎰◊） 

 
 

�

【目的】近年，㠀ルࢥールᛶ⬡⫫ᛶ⫢ᝈ（NAFLD）/㠀ルࢥールᛶ⬡⫫ᛶ⫢⅖（NASH）のែに

⭠内⣽⳦ྀの変化が影響を与えていることが明らかになってきており，⭠内⣽⳦ྀに影響を与える㣗ရ

にࡘいての研究も進められている。本研究では高⬡⫫㣗をᦤྲྀさࡏた⫧‶ࣔデルマウスに㯏Ⲕを与え，

㯏Ⲕが⫢⮚の⅖や⭠内⣽⳦ྀに与える影響をㄪᰝすることを目的とした。 
【方法】5 㐌㱋の㞝ᛶ C57BL/6J マウスに高⬡⫫㣗（D12492，60kcal%）を 11 㐌間与え，水もしくは㯏Ⲕ

（⣔ SA0196，200℃↦）を⮬⏤㣧水さࡏた。実験終了後，採⾑，⫢⮚および⣅౽の採ྲྀを行った。

⾑₢はンスࣜン，PAI-1，TBARS ್➼の測定に用い，⫢⮚からは total RNA をᢳฟし，⣅౽の⭠内⣽⳦

ྀは T-RFLP（Terminal Restriction Fragment Length Polymorphism）法を用いて分ᯒした。⫢⮚からは RNA

をᢳฟした後，ࣜルタ࣒ PCR 法により㑇ఏ子Ⓨ⌧（TNFȘ，acta2，col1a1 ➼）解ᯒを行った。 
【結果】⭠内⣽⳦ྀ解ᯒの結果，高⬡⫫㣗⩌では Clostridium cluster XI および XIVa の増加，

Prevotella/Bacteroides 比のῶᑡがㄆめられたが，㯏Ⲕ⩌ではこれらの⭠内⣽⳦ྀの比⋡がᨵၿしていた。

㯏Ⲕ⩌では高⬡⫫㣗⩌に比₢⾑，ンスࣜンおよび TBARS ್に有意なᨵၿがぢられ，⾑₢ PAI-1 もᨵ

ၿഴ向がㄆめられた。高⬡⫫㣗⩌においてⓎ⌧が増加していた⫢⮚の㑇ఏ子Ⓨ⌧（acta2 や TNFȘ➼）は

㯏Ⲕ⩌ではⓎ⌧がపく，㯏Ⲕᦤྲྀによる⫢⮚⅖進行のᢚไがㄆめられた。以上の結果より，高⬡⫫㣗

ᦤྲྀにより誘導される⭠内⣽⳦ྀや⫢⮚状ែのᝏ化が，㯏Ⲕᦤྲྀによりᨵၿされるྍ⬟ᛶが示唆された。 
�
�
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Ｂ－㸵� ⬡⫫ᛶ⫢ᝈࣔࢹルマ࢘スの㨶Ἔῧຍ➲ࡲぼࡇᦤྲྀにࡿࡼ⬡㉁௦ㅰの影響�

○ᐑ田ᫀ᫂，ᮌୗᬛ㈗，ᐑཎెṌ，ᮡᾆ⩏ṇ（Ỉ大ᰯ・㣗ရ⛉Ꮫ）�

 
 

�

【目的】㨶Ἔはከくのᶵ⬟ᛶを有することが▱られており，⬡㉁ప下స用➼がὀ目され，㨶Ἔをῧ加し

たከくのᶵ⬟ᛶ㣗ရが㛤Ⓨされている。ところが⬡㉁௦ㅰ異ᖖや⬡⫫⫢などのែのᨵၿにᚲ要なᶵ⬟

ᛶ㣗ရの㨶Ἔのῧ加量，㣗するきᦤྲྀ量や期間にࡘいてはヲ⣽には明らかになっていない。本研究

では㨶Ἔῧ加濃度を変えた➲かまぼこ成分を⬡⫫ᛶ⫢ᝈࣔデルと⪃えられ，⫢⮚や⾑中の⬡㉁レ࣋ル

が高್を示す⫹Ồ酸受ᐜ体の farnesoid X receptor (FXR)のḞᦆしたマウス(FxrḞᦆマウス)にᦤྲྀさࡏ，そ

の⬡㉁௦ㅰに与える影響にࡘいて明らかにすることを目的とした。さらに⬡㉁レ࣋ルと⬡⫫酸⤌成の⤌

⧊間変ືにࡘいても解ᯒした。 
【方法・結果】ཎᮦᩱのスࢯࢣウࢲラにᑐし 0%，2.5%，5%の合で㨶Ἔをῧ加してస〇した➲かまぼ

この結⇱成分を AIN-93M ⢭〇㣫ᩱと 50%あるいは 25%の合でΰ合して㣫ᩱをస〇した。その㣫ᩱ

を Fxr Ḟᦆマウスに 4 㐌間ᦤྲྀさࡏた後，⫢⮚，⬻と⾑ᾮを採ྲྀした。㨶Ἔῧ加➲かまぼこ成分の 50%

あるいは 25%ῧ加㣫ᩱの୧方で⫢⮚のトࣜࣜࢭࣜࢢド，総ࢥレステロール量が㨶Ἔῧ加濃度に౫存して

ప下し，50%ῧ加㣫ᩱでは 1.4%㨶Ἔῧ加から有意なప下がㄆめられた。୍方⬻と⾑中においては 50%ῧ

加㣫ᩱで㐟㞳⬡⫫酸の有意なῶᑡとࣜン⬡㉁の有意な増加がㄆめられた。⬡⫫酸⤌成にࡘいては⫢⮚と

⾑中で同ᵝの変ືがㄆめられ n-3 ⣔ከ౯不㣬⬡⫫酸の㨶Ἔ濃度౫存的な濃度増加がㄆめられたが，⬻で

はࢥ࢚サ࣌ンタ࢚ン酸の増加はㄆめられࡎ，⫢⮚や⾑中とは異なる変ືパターンを示した。 
�

�

�

Ｂ－㸶� 㣗⏝ⰼにྵࡿࢀࡲⰍ⣲ aureusidinのྜᡂ⏕య内ᢠ㓟స⏝ 
○୰島Ύⰼ，Ύ田ὒṇ，୰村ಇஅ，᐀ṇኴ㑻，村田ⰾ⾜，୰村ᐅ╩ 
（ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕） 
 

�

【目的】࢜ーロンはフラࣀ࣎ドサࢡࣈラスの୍ࡘであり，ほ㈹用・㣗用花であるキンࢯࣙࢠウやࢥス

ࣔス，ࣜࢲなどの花ᘚに㯤色色⣲として存在する。近年フラࣀ࣎ドはᗣ増進స用をᣢࡘ㣗ရ成分

としてὀ目を集め，その生理άᛶにࡘいてのᵝ々な研究が行ࢃれている。しかし，࢜ーロンは㝈られた

植物中にしか存在しないため，その生理άᛶはとんど明らかにされていない。そこで本研究では௦⾲

的な࢜ーロンである aureusidin を合成によりㄪ〇し，そのᢠ酸化స用をホ౯した。 
【方法・結果】まࡎ phloroglucinol をฟⓎ物㉁とした全 4 ẁ㝵の合成応を行い，総収⋡ 1.4％で aureusidin

を合成した。ḟに㐣酸化水⣲が誘導する⣽⬊ẘᛶの aureusidin の影響を，Hepa1c1c7 ⣽⬊を用いた MTT

によってホ౯した。6ࢭࢵ 時間の㐣酸化水⣲処理は⣽⬊Ṛを有意に誘導したが，aureusidin の 16 時間

๓処理は㐣酸化水⣲が誘導する⣽⬊Ṛを有意にᢚไした。ḟに⣽⬊内ᢠ酸化స用にᐤ与することが▱ら

れている➨┦⸆物௦ㅰ㓝⣲のNAD(P)H: quinone oxidoreductase 1 (NQO1) とheme oxygenase-1 (HO-1) の

㑇ఏ子Ⓨ⌧にᑐする影響を RT-PCR 法を用いてホ౯したところ，aureusidin は NQO1 と HO-1 の㑇ఏ子Ⓨ

⌧を濃度౫存的に増ᙉした。加えて，aureusidin はⰾ㤶᪘Ⅳ化水⣲受ᐜ体 (AhR) にⓎ⌧がไᚚされる

CYP1A1 㑇ఏ子のⓎ⌧も濃度౫存的に増ᙉした。これらの結果より，aureusidin は➨┦⸆物௦ㅰ㓝⣲の

Ⓨ⌧を増ᙉすることで⣽⬊を酸化ストレスから保ㆤすること，また aureusidin は Keap1/Nrf2 ⤒㊰だけで

なく，AhR ⤒㊰もάᛶ化することで➨┦⸆物௦ㅰ㓝⣲のⓎ⌧を増ᙉすることが示唆された。�

�
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Ｂ－㸷� ไᚚᛶࢪ࣮ࣇࣟࢡᢠ⅖ᆺマ，ࡣ大⭠⅖ᅇస⏝にࡿࡼンにࢽࢤンࣜࢼ T⣽

⬊のቑຍ，ప㓟⣲⎔ቃの㍍ῶࡀ㛵すࡿ 
○Ⲕᅬᝆኴ，山ᮏ⚈ஓ，㕥ᮌ༟ᘺ（ᗈ島大㝔・⏕≀ᅪ） 

 
�

【⫼ᬒ・目的】⅖ᛶ⭠ᝈは，⅖状ែの⇞とᐶ解を⧞り㏉すことを≉ᚩとするため，⅖のច㉳

をᢚえるとともに，⅖状ែから速やかにᅇさࡏるがษである。これまでに⚾たࡕは，᯿ᶲ⣔࣏

ࣜフェࣀールのࣜࢼンࢤニンのᦤྲྀがマウスの実験的⭠⅖のᅇを᪩めることをぢฟしているが，そ

のヲ⣽なస用࣓࢝ニ࣒ࢬはとんどࢃかっていない（2017 年度本）。そこで本研究は，⅖状ែにあ

るマウス⭠の⤌⧊培㣴法を用い，ࣜࢼンࢤニンによる⅖ᅇ࣓࢝ニ࣒ࢬを᥈⣴した。 
【方法・結果】マウスにデキストラン◲酸ࢼトࣜウ࣒（DSS，2%）を㣧水ᢞ与して⭠⅖をⓎさࡏた。

この⅖状ែにある⭠⤌⧊を採ྲྀし，ࣜࢼンࢤニン存在下（~200 ȝM）で 24 時間培㣴してྛ✀解ᯒを

実した。ࣜࢼンࢤニンは，⤌⧊のಟに㔜要なᙺをもࡘ IL-10 の㑇ఏ子Ⓨ⌧量を高めた。このとき

IL-10 のな⏘生⣽⬊⩌であるᢠ⅖ᆺのマࢡロフージ（F4/80+ CD206+），ไᚚᛶ T ⣽⬊（CD4+ CD25+ 
FOXP3+）が増加した。ࣜࢼンࢤニンによる CD206 と IL-10 㑇ఏ子Ⓨ⌧量の増加は，PI3 キࢼーࢮと MEK
キࢼーࢮの㜼ᐖによりᾘኻしたが，FOXP3 㑇ఏ子Ⓨ⌧には影響しなかった。さらに，DSS ᢞ与は⅖

⥔ᣢに῝く㛵ࢃるప酸⣲状ែの誘導ᅉ子 HIF-1ĮⓎ⌧を増加さࡏたが，ࣜࢼンࢤニンはこの増加をᢚえた。

以上の結果から，ࣜࢼンࢤニンによる⭠⅖ᅇస用には，ᢠ⅖ᆺマࢡロフージとไᚚᛶ T ⣽⬊の

増加による IL-10 の⏘生上᪼，⭠⤌⧊内のప酸⣲⎔ቃの㍍ῶが㛵ࢃることがᥦされた。また，ᑡなく

ともᢠ⅖ᆺマࢡロフージの誘導には，PI3 キࢼーࢮと MEK  。ることが示唆されたࢃル⤒㊰が㛵ࢼࢢࢩ
�

�

�

Ｂ－��� Ⲵ㔜にࡿࡼ㨶యのษ᩿ຍ工ࠥࡧࡉࡃᆺලにࡿࡼடⓎ⏕⨨のไᚚᛂ

ຊపῶຠᯝの᳨ウࠥ 
○ᘅᮏዲ⨾，బ⸨ඔ㑻 1，村山文ோ 1，川➃ᗣஅு 1，前川㈗浩 1，川Ύ司， 
⩚⩏㞝（ᗈ島大㝔・⏕≀ᅪ，1（ᰴ）ᴟὒ・ሷ㔩◊） 

�

【目的】୍⯡に中ᆺࠥᆺの結㨶は⁺⋓┤後から加ᕤ・ὶ㏻のẁ㝵で結と解が⧞り㏉され，その

間にရ㉁のప下が進ࡴ。結㨶のษ᩿加ᕤには㏻ᖖࣂンドࢯーを用いるが，సᴗ⪅のᏳ全ᛶやḞけたล

のΰධによる༴㝤ᛶなどの問題がある。そのためล物を用しない結㨶のษ᩿加ᕤ技術が求められて

いる。本研究ではⲴ㔜による結㨶の⦪りษ᩿加ᕤにࡘいて᳨ウを行った。すなࡕࢃ，㨶体の V
ᏐᆺษりḞきの導ධおよびくさびᆺලの用によるடⓎ生位⨨のไᚚと応ຊపῶ効果を᳨ウした。 
【方法・結果】結࢜ࢶ࢝をὶ水解した後，㍯ษりの状ែにษ᩿し，⭡部ヨᩱ（平均┤ᚄ⣙ȭ94 mm×
長さ 66 mm ⛬度）をㄪ〇した。これをѸ70ࠥѸ40Û&で結し，実験ヨᩱとした。ヨ験には 度ㄪ⠇ྍ

⬟なᮦᩱヨ験ᶵを用いた。また，スࣜࢵト状の⁁加ᕤ（ᖜ 15 mm�῝さ 3 mm�長さ 100 mm，㨶体のᅇ

㌿防Ṇ用）をした加ᅽᯈを用した。くさびᆺලを上部の加ᅽᯈのスࣜࢵトにᅛ定した。㨶体⫼ഃ

に V ᏐᆺษりḞきを導ධしたヨᩱでは，ษりḞきにくさびᆺලをᢲし㎸んでヨ験を行った。ヨ験

後，得られたⲴ㔜Ѹ変位᭤⥺と目どによる㨶体のほᐹによりホ౯を行った。その結果，くさびᆺලの

用により 50ࠥ70％⛬度の応ຊపῶ効果がㄆめられた。ษりḞきᮍ導ධのヨᩱでは，結 度によりட

のⓎ生状況が異なっていた。Ѹ70Û&ではடが㨶体のṇ中㠃上に生じࡎ，⦪りษ᩿とはならなかった。

Ѹ60ࠥѸ40Û&では㨶体ṇ中㠃にἢったடがⓎ生した。ษりḞきᮍ導ධの結࢜ࢶ࢝ヨᩱでは，Ѹ60ࠥѸ40Û&
でくさびᆺලを用することによりடⓎ生位⨨のไᚚおよび応ຊのపῶがྍ⬟であった。 

�
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Ｂ－��� 㐃⥆ᘧẼ྿ࡁ㎸ࡳἲ࢚ࡓ࠸⏝ࢆマルࣙࢩンのㄪ〇 
○川ཱྀᐩ௨，川Ύ司 1，⩚⩏㞝 1（ᗈ島大・⏕≀⏕⏘，1ᗈ島大㝔・⏕≀ᅪ） 

 
 

�

【目的】� 㣗ရの㤶Ẽ成分にはከくの✀㢮があり，それぞれが㣗ရのႴዲᛶにきく影響を与えている。

しかし，㤶Ẽ成分には⇕に弱いものがከく，ẅ⳦➼の加⇕処理により㤶Ẽがኻࢃれることがある。本研

究では，加⇕ẅ⳦がྍ⬟な㣗ရの㤶Ẽ成分の᪂たな導ධ方法を᳨ウした。ල体的には，Ẽ྿き㎸み

法を用いて加⇕ẅ⳦と同時に㤶Ẽ成分をᾮ状㣗ရに㐃⥆的に導ධする方法を᳨ウした。Ẽ྿き㎸み法

とは，水と㤶Ẽ成分（えࡤ，⢭Ἔ）のඹἛΰ合Ẽを༢Ꮝࢬࣀルより微⣽ẼἻとしてᾮ状㣗ရに྿き

㎸み，෭༷によりඹἛΰ合Ẽをจ⦰さࡏ，㤶Ẽ成分をᾮ状㣗ရに分ᩓさࡏる方法である。 
【方法・結果】� 㤶Ẽ成分のࣔデルとして D-ࣜࣔࢿン，ᾮ状㣗ရのࣔデルとしてラビ࣒࢞水⁐ᾮ（0，
1，2，3，5，10，20 w/w%）を用いた。⪏ᅽᐜჾに D-ࣜࣔࢿンを 3 ml ධれ，水Ẽを導ධし，ඹἛΰ合

ẼをⓎ生さࡏた。このඹἛΰ合Ẽを㐃⥆┦に྿き㎸み࢚マルࣙࢩンをㄪ〇した。Ẽ྿き㎸み法で

は，㐃⥆式及びࢳࢵࣂ式を用いた。得られた࢚マルࣙࢩンをࣂル⎼に 15 ml 量りྲྀり， �℃と ��℃
で � ᪥間保存し，࢚マルࣙࢩンのᏳ定ᛶをホ౯した。その結果，ラビ࣒࢞濃度 �％の࢚マルࣙࢩンで

は，保存┤後に解ங化による � ᒙ分㞳が生じた。୍方，ラビ࣒࢞を加えた࢚マルࣙࢩンでは，࢚マ

ルࣙࢩンは比㍑的Ᏻ定していたが，保存後期にはࣜࢡーミンࢢが生じていた。解ங化やࣜࢡーミンࢢの

速さは保存 度が高いど᪩くなるഴ向を示した。また，ラビ࣒࢞の濃度がపいどࣜࢡーミンࢢ

が㉳き᫆く，濃度が 10%以上では保存 度による差はㄆめられなかった。 
�
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㹁－１� ከ౯ศ子ㄆ㆑⣲子の〇ࢆᚿྥࡓࡋ CutA1㊊ሙタンパࢡ㉁のᨵኚ 
○ᮾ� ⚽㝯，➲⳯ 1，▼田ᑦஅ，村⥔ඞ，୰ὒ⾜ 
（ᒸ山大㝔・⮬↛⛉Ꮫ，1ᒸ山大・工） 
 

�

【目的】⣽⬊内እの生⌧㇟は，ྛ✀生体分子間で生じる┦స用を㏻じてཝ密にࢥントロールされて

いる。それらの生体分子間┦స用を᳨ฟあるいはไᚚする技術は，་⒪デ᩿，⸆，⎔ቃ・㣗ရ分ᯒ

や࣓࢜ࣂージンࢢなどにおいてᗈく応用されているが，その㝿にᶆ的分子と結合する分子ㄆ㆑⣲子

を要する。したがって，高い≉異ᛶを有し，よりᙉく┦స用する分子ㄆ㆑⣲子を㛤Ⓨすることは，技

術⢭度の向上をᅗる上でᴟめて㔜要である。୍方，分子内及びサࣘࣈニࢵト間┦స用を㏻じてᴟめて

Ᏻ定な୕ࢥ量体ᵓ㐀を⥔ᣢする㉸ዲ⇕⳦⏤来 CutA1 は，᪤報タンパࢡ㉁の中で᭱も高い変ᛶ 度（⣙

150°C）を有する。その高いᵓ㐀Ᏻ定ᛶࡺえにミࣀ酸㓄ิのᤄධ・㐃結をチᐜすることから，本研究で

は CutA1 を㊊場タンパࢡ㉁とした高ᶵ⬟なከ౯化分子ㄆ㆑⣲子の〇を目ᣦした。 
【方法・結果】ḟᵓ㐀ᙧ成㓄ิあるいはサࣘࣈニࢵト間┦స用のᐤ与がᑡないと⪃えられる部位

を 4 ドࢳࣉ࣌ンド࢞所タ定し，それぞれࣜ࢝ STII をᤄධしたところྍ⁐化Ⓨ⌧がみられた。ྛ✀タンパ

㉁を用いてࢡ ELA による┦స用解ᯒを行ったところ，いࡎれも┦స用が᳨ฟでき，CutA1 上のࣉ࣌

ドᥦ示が確ㄆできた。⥆いて，分子内のࢳ 2 所の部位にそれぞれ࢝ STII ➼のࢳࣉ࣌ドをᤄධした結果，

ྍ⁐化Ⓨ⌧するᤄධ位⨨の⤌合ࡏをぢฟした。したがって，サࣘࣈニࢵトあたり 2 所，୕量体あたり࢝

計 6 ⨨ンド㓄ิをᵓ㐀と㓄࢞ドをᤄධし得ると⪃えられた。これらの᳨ウを㏻じ，」数ࣜࢳࣉ࣌所に࢝

をつ定しࡘࡘ CutA1 にᤄධし得る，ከ౯化 CutA1 の生がྍ⬟であることがᙉく示唆された。 
�
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㹁－２� ㉁ࢡンCFLのタンパࢳࢡミル(Codium fragile)レ⸴⥳ࡿルTnᢠཎに⤖ྜすࣜࢩ

ᵓ㐀ゎᯒ 
○ྜྷᒸඃⰼ，川上♸ె，➉内Ⰻኴ 1，前田� ᜨ 2，ᮌ村ྜྷఙ 2┞
（ᒸ山大・㎰，1୍ࣇルࢥス，2ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕） 
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【目的】⥳⸴ミルには Tn ᢠཎや TF ᢠཎに≉異的なレࢳࢡンが存在することが▱られている。ᡃ々は℩

ᡞ内ᾏ⏘の⥳⸴ミル（Codium fragile）⏤来のレࢳࢡン（CFL）を⢭〇し，N-ᮎ➃ミࣀ酸㓄ิ，糖㙐結

合≉異ᛶを明らかにしてきた。CFL は，う⼃のཎᅉ⳦である Streptococcus mutans のṑ㠃╔を➇合㜼ᐖ

すると⪃えられ，࢜ーラルࢣの用が期ᚅされている。しかしながら，CFL の立体ᵓ㐀はᮍだ解明

されていない。そこで本研究では，年度報告したࣜࢩル Tn ᢠཎ≉異的なフィニティーࢡロマトを

用いて [1]，CFL を⢭〇し，X ⥺結ᬗᵓ㐀解ᯒにᚲ要となる全ミࣀ酸㓄ิのỴ定を目的とした。 
【方法・結果】CFL はミル（℩ᡞ内ᾏ⏘，Ἀ⦖⏘）のࢭトン⬺⬡物から，20 mM Tris-HCl ⦆⾪ᾮ (pH7.8) 
/ 0.1 M NaCl によりタンパࢡ㉁をᢳฟ後，水ࢡロマトにより部分⢭〇した。ḟいで，㇜ࢳ࣒ン⏤来糖࣌

ン̺HClࢩࣜࢢ に౪し，0.1 M࣒ラ࢝フィニティーたࡏドを結合さࢳࣉ ⦆⾪ᾮ (pH2.0) ，4M ࢢニジ

ン塩酸塩 (GnHCl) を含ࡴ 40 mM Tris-HCl ⦆⾪ᾮ (pH7.8) により CFL の⁐ฟを行った。GnHCl ⏬分は，

20 mM Tris-HCl ⦆⾪ᾮ (pH7.8) にᑐして㏱ᯒし，ヒト A ᆺ赤⾑⌫にᑐする赤⾑⌫จ集άᛶを確ㄆした。

⢭〇 CFL を㑏ඖ᮲௳下で SDS-PAGE に౪したところ，℩ᡞ内ᾏ⏘はこれまでと同ᵝに 14 kDa を示した

が，Ἀ⦖⏘は 12 kDa の分子量を有することが明らかになった。⌧在，N ᮎ➃ミࣀ酸㓄ิを解ᯒ中であ

る。また内部ミࣀ酸㓄ิの解ᯒのため，CFL (14 kDa) はࣈロࣔࢩン分解を行い，ミࣀ酸㓄ิのỴ

定をヨみている。[1] ᕝ上ら ㎰ⱁ化学中ᅄᅜᨭ部➨ 50 ᅇグᛕㅮ₇要᪨集 p64 (2018 年 1 月 ᗈᓥ) 
�
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㹁－㸱� 㐟㞳 N-࢝ࣜࢢン (FNGs) のミࣟࢻș⥺⥔ᢚไάᛶ 
○ᮡᮏ� ᴁ，前田� ᜨ 1，ᮌ村ྜྷఙ 1（ᒸ山大・㎰，1ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕） 
 
 

�

【目的】ᡃ々はハマンࣀースᆺ (HMT-) FNGs が変ᛶタンパࢡ㉁のṇᖖフ࢛ールディンࢢを促進し，ミ

スフ࢛ールドタンパࢡ㉁のจ集を㜼ᐖすることをぢฟしている。᪤にᢠ体 L 㙐ྍ変部㡿ᇦ vȢ6 の変異体�

(3Hmut.Wil) をࣔデルタンパࢡ㉁として用い，HMT-FNGs がミロド⧄⥔ᙧ成㜼ᐖάᛶをもࡘことを明

らかにしている[1]。そこで本研究では，ルࢶハマーのཎᅉタンパࢡ㉁となるミロドș (Aș) を

ࣔデルタンパࢡ㉁として用い FNGs のミロド⥺⥔化ᢚไάᛶのᬑ㐢ᛶにࡘいてㄪた。 
【方法・結果】ルࢶハマーᝈ⪅の⬻内には，ș-ࢡࢭレターࢮによりミロド๓㥑体タンパࢡ㉁

から生成された Așࢳࣉ࣌ドが存在している。に Așࢳࣉ࣌ドの 40 ṧ基 (Aș1-40) と 42 ṧ基 (Aș

1-42) がจ集に㛵与し，⥺⥔ᵓ㐀をᙧ成することで⚄⤒ẘᛶを有する。本実験ではより速くșࢩートᵓ㐀

をᙧ成し，⥺⥔化の᰾となる Aș1-42 を用いた。HMT-FNGs はローࣖルࣜࢮー糖タンパࢡ㉁ (要ᵓ㐀

Man9GlcNAc2) とࢬキ糖タンパࢡ㉁ (要ᵓ㐀 Man8GlcNAc2) より，ື 物」合ᆺ (ACT-) FNGs は༸㯤糖

ド (要ᵓ㐀ࢳࣉ࣌ Neu2Gal2GlcNAc2Man3GlcNAc2) より⢭〇し，ᵓ㐀均୍ᛶを確ㄆ後，実験に用いた。

ࣈローࣉド⥺⥔に≉異的に結合する蛍光ミロ，ド⥺⥔ᙧ成量はミロ ThioflavinT を用いて測定し，

FNGs ῧ加時のミロド⥺⥔ᙧ成量の変化を測定した。その結果，Așࢳࣉ࣌ドのミロド⥺⥔化に

ᑐする FNG のᢚไάᛶがほᐹされた。 
[1] 部ら� ㎰ⱁ化学中ᅄᅜᨭ部➨ 50 ᅇグᛕㅮ₇要᪨集 p62 (2018 年 1 月 ᗈᓥ) 
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㹁－㸲� ンཷᐜయの࢙ࣜࢪࣛࣇࢼࢬࢼࢾࣟࢩ flg22 ㄏᑟᛶ࢚ンࢧࢻト࣮ࢩスのศ子ᶵ

ᵓに㛵すࡿ◊✲ 
○ྜྷ村ᗉᝅ，ᖖ� 愛ⰼ，ሯᮏ┿Ⴙ，ΎỈⱥᑑ，ᆅ㜰光⏕，ᶓ田୍ᡂ，୰川� ᙉ 1，

す村浩（島᰿大・⏕㈨⛉，1島᰿大・⥲⛉ࢭ） 
�

【⫼ᬒと目的】� フラジェࣜン受ᐜ体ࢼࢬࢼࢾロࢩ FLS2 (Flagellin-sensing 2) は， PAMP

（Pathogen-associated molecular pattern）の୍✀である植物ཎ⣽⳦㠴ẟタンパࢡ㉁フラジェࣜンにᑐする

⣽⬊⭷受ᐜ体であり，植物ཎ⳦の防ᚚ応⟅である植物චに㛵ࢃる。本研究では植物ᐖ応⟅のࢲウ

ンレࢠュレーࣙࢩンと⪃えられる FLS2 の flg22 誘導ᛶ࢚ンドサトーࢩスに，ࢡラスࣜン㍺㏦⤒㊰がど

のように㛵ࢃっているのか明らかにすることを目的としている。�

【方法と結果】� FLS2 るために，FLS2ラスࣜン౫存ᛶをㄪࢡスのࢩトーンドサ࢚ の⣽⬊㉁ᑿ部

（FLS2-CT）とࢡラスࣜン AP2 」合体 ıサࣘࣈニࢵト（AP2S）との┦స用を分子蛍光┦⿵（Bimolecular 

fluorescence complementation, BiFC）法で解ᯒした。その結果，AP2S は FLS2-CT と┦స用することが示

された。さらに，FLS2 などの⭷タンパࢡ㉁のようなࢡラスࣜンの✚Ⲵタンパࢡ㉁と AP2S との結合に㛵

ることがணされるࢃ AP2S 中のミࣀ酸に変異を導ධした変異ᆺ AP2S では，FLS2-CT との┦స用が

有意にᢚไされた。したがって FLS2 の࢚ンドサトーࢩスはࢡラスࣜン౫存ᛶであることが示唆され，

さらにこの変異ᆺ AP2S は FLS2 のࢡラスࣜン㍺㏦に㛵する AP2S のドミࢼント࢞ࢿティࣈ体（AP2S-DN）

としてᶵ⬟することがணされた。そこでフラジェࣜンࢳࣉ࣌ド flg22 で誘導される FLS2 の࢚ンドサ

トーࢩスにおけるࢡラスࣜン౫存ᛶをㄪるために，タࢥࣂⴥの୍㐣的Ⓨ⌧⣔を用いてFLS2-RFPの flg22

誘導ᛶ࢚ンドサトーࢩスにᑐする AP2S-DN-GFP のస用ᶵᗎを解ᯒしたので，本Ⓨ⾲で㆟ㄽしたい。�

�
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㹁－㸳� ⭷㈏㏻タンパࢡ㉁のトࢆ࣮ࢪ࣏ࣟホ౯すࡿ᪂つ࡞⺯光レ࣮࣏タ࣮⣔のᵓ⠏に㛵すࡿ

◊✲ 
○ஂᡃ୍ᘯ，ྜྷ田᪼ᖹ，ྜྷཎࡾ࠼，ΎỈⱥᑑ，ᆅ㜰光⏕，ᶓ田୍ᡂ， 
୰川� ᙉ1，す村浩（島᰿大・⏕㈨⛉，1島᰿大・⥲⛉ࢭ） 

�

蛍光タンパࢡ㉁を㐺ษな位⨨でษ᩿して得られるࡘの᩿∦が⮬ᕫ集合⬟をもࡘことがある。このᛶ㉁

を用して，⭷タンパࢡ㉁のト࣏ロジーや⣽⬊内ࢥンパート࣓ントをホ౯することがྍ⬟である。当研

究ᐊでは，㯤色蛍光タンパࢡ㉁の Venus に⮬ᕫ集合⬟をᣢたࡏた split Venus ᩿∦（interactive Venus， 
iVenus）を用いて，⭷タンパࢡ㉁のト࣏ロジー解ᯒができるࢭࢵ⣔（iVenus の㛤Ⓨが行な（࣒ステࢩ

れてきた。iVenusࢃ ロジーやⴥ⥳体タンパ࣏㉁のトࢡ㉁であるᾮ⬊⭷タンパࢡは⭷㈏㏻タンパ࣒ステࢩ

㉁のⴥ⥳体内のᒁ在༊⏬の解ᯒをྍ⬟にした。しかし，小⬊体ࢡ ER にᒁ在する୍ᅇ⭷㈏㏻ᆺタンパࢡ㉁

のト࣏ロジーのホ౯では，⣽⬊㉁ഃに iVenus ᩿∦を加すると Venus 」合体に⏤来すると⪃えられる ER
のจ集化がぢられ，ER のᙧែが変化するという問題Ⅼがあった。จ集化のཎᅉとしては，ᚑ来の iVenus
᩿∦の࢜ーࣂーラࣉࢵ㡿ᇦの立体ᵓ㐀が影響しているྍ⬟ᛶがある。そこでᚑ来の iVenus ᩿∦より࢜ー

している㡿ᇦが▷い୍㐃のᨵⰋᆺࣉࢵーラࣂ iVenus ᩿∦のⓎ⌧ࢡ࣋ターをᵓ⠏し，この問題が解Ỵする

か᳨ウした。その結果，これまでにᨵⰋᆺ iVenus ᩿∦でᚑ来ᆺよりもจ集体が㍍ῶされるものぢࡘかっ

た。このᨵⰋᆺ iVenus ᩿∦からなる iVenus ，を用いて，⮬ᕫ集合⬟と蛍光のᅇの有↓を᳨ドし࣒ステࢩ

⣽⬊内のᵝ々な࢚ンドࢯー࣒⭷における⭷タンパࢡ㉁のト࣏ロジーホ౯を行ったので，報告したい。 
 
�

�

�

�

㹁－㸴� Cellulosimicrobium sp. NTK2 に࡚ࡗࡼศἪࢳ࢟ࡿࢀࡉン⤖ྜᛶタンパࢡ㉁のゎ

ᯒ 
○ᮾ谷Ὧ㔛，ோᮌ大㍜ 1，⨾⸨博，ΎỈඞᙪ 2，᭷㤿ᮁ 
（㫽ྲྀ大・㎰，1㫽ྲྀ大㝔・ᣢ♫⏕，2㫽ྲྀ大・CoRE） 

�

【目的】� ᡃ々はこれまでに，࢝ニẆ㸭ᗫ⳦ᗋの⇍ሁ⫧から，キࢳン分解⳦である Cellulosimicrobium sp. 
NTK2（NTK2 ᰴ）をぢฟした。NTK2 ᰴは，キࢳンのῧ加によって㢧ⴭに生育が促進され，それにకい

分Ἢタンパࢡ㉁の生⏘がⴭしく向上する。また，N ᮎ➃ミࣀ酸㓄ิ解ᯒによりキࢳンῧ加時に≉異的

にⓎ⌧するタンパࢡ㉁のいくࡘかが同定された。本研究では，≉異的にⓎ⌧するタンパࢡ㉁の中で結ᬗ

ᛶキࢳンの分解にඛ立って結ᬗᛶキࢳンに結合するタンパࢡ㉁に↔Ⅼをあて，その解ᯒを行った。 
【方法・結果】キࢳンῧ加培ᆅに≉有のタンパࢡ㉁の N ᮎ➃解ᯒから，キࢳンῧ加時に≉異的にⓎ⌧す

るタンパࢡ㉁は bacterial extracellular solute-binding protein や GH family 18，キࢳン結合タンパࢡ㉁であっ

た。これらのうࡕ結ᬗᛶキࢳンにᑐして≉異的に結合するタンパࢡ㉁を得るため，⡆᫆的なキࢳン࢝ラ

࣒ラ࢝ンࢳトンỿẊ後の培㣴上Ύをキࢭ。㉁の分㞳をヨみたࢡンに結合するタンパࢳをస成し，キ࣒

に౪して，⣲㏻り，Ὑί，酸⁐ฟ⏬分の SDS-PAGE 及び(GlcNAc)2-pNP 分解άᛶ，キࢳンࢦࣜ࢜糖分解ά

ᛶをホ౯した。SDS-PAGE の結果，」数のタンパࢡ㉁が酸⁐ฟ⏬分で確ㄆされ，(GlcNAc)2-pNP ヨ験やキ

ルと比㍑して⣲㏻り⏬分は分解άᛶがపく，Ὑί⏬分かࣉ糖分解άᛶホ౯の結果，ඖのサンࢦࣜ࢜ンࢳ

ら分解άᛶが確ㄆされたことから GH family 18 も弱くキࢳンと結合することが示唆された。今後は，こ

れらのタンパࢡ㉁を N ᮎ➃解ᯒにより確ㄆしていくண定である。 
 

�
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㹁－㸵� ᛶタン⁐ྍ࡞ルࣉンࢩࡿン͇のᵓ㐀に⏤᮶すࢩࣛࢢ㉁͆ࢡ⢏子ᙧᡂタンパ࢝ࣜࢩ

パࢡ㉁ᅛᐃタࢢ 
○ᑠᯘ大㉳，す⨾ᬛె，ᆏᡭຬᩯ 1，⨾⸨博 1，ΎỈඞᙪ 2，᭷㤿ᮁ 1 
（㫽ྲྀ大㝔・㎰，1㫽ྲྀ大・㎰，2㫽ྲྀ大・CoRE） 

�

【目的】ࢢラࢩンは，࢞ラス࣓࢝ン㢮࢝ロウドウࢶࢣの࢝ࣜࢩ㦵᱁からぢฟされたྍ⁐ᛶタンパࢡ

㉁（24.6 kDa）であり，ᐊ ・中ᛶ pH ᮲௳下でࢣ酸から速やかに࢝ࣜࢩ⢏子をᙧ成する。また，ࢢラ

⢏子࢝ࣜࢩ⢭〇不要なࡘ㉁の⡆᫆かࢡこれらのᶵ⬟がタンパ，ࡕにᙉく吸╔するᛶ㉁もᣢ࢝ࣜࢩンはࢩ

ࢢと（GST）ࢮン S-トランスフェラー࢜ࢳルタࢢ，のᅛ定化に用できると⪃えられた。これまでに

ラࢩンを⼥合することで，GST ࿊示࢝ࣜࢩ⢏子のᵓ⠏を実⌧したが，ࢢラࢩンの全長は比㍑的長く，ࢢ

ラࢩン᩿∦の分解や GST άᛶのప下が問題Ⅼとしてᣲࡆられた。本研究では，より᭱㐺化されたタンパ

⢏子ᙧ成に㔜要となる࢝ࣜࢩン中のࢩラࢢ，のᵓ⠏を目ᣦしࢢ㉁ᅛ定化タࢡ His-Asp ンなド࣓ࢳࢵࣜ

（HD2 ド࣓ン，5.6 kDa）のみを GST と⼥合し，ᅛ定化の影響や↓⣽⬊ᢳฟᾮからのᅛ定化をヨみた。 
【方法・結果】ࢢラࢩンの࢝ࣜࢩ⢏子ᙧ成に㛵ࢃるとされる HD2 ド࣓ンと GST との⼥合タンパࢡ㉁

（HD2-GST）をᵓ⠏し，本実験に用いた。HD2-GST は Ni-NTA ⬟による⢭〇がྍ࣒ラ࢝フィニティー

であったか，᩿∦の分解はṤど確ㄆされなかった。また HD2-GST は༑分な࢝ࣜࢩ⢏子ᙧ成⬟を有して

いたことに加え，࢝ࣜࢩにᑐする吸╔⬟も༑分保ᣢしており，これらのᶵ⬟を用してᵓ⠏された GST
࿊示࢝ࣜࢩ⢏子はこれまでの⼥合タンパࢡ㉁よりも高い GST άᛶや⇕Ᏻ定ᛶを示した。᭦には↓⣽⬊ᢳ

ฟᾮに࢝ࣜࢩ⢏子をῧ加しても，HD2-GST が≉異的にᅛ定化された。 
 

�

�

�

㹁－㸶�  スのᵓ⠏࢘トマ࣮࢜ࣂトࣀトᆺࣄࡓ࠸⏝ࢆྀ⳦マ࣮の⭠内⣽ࣁࢶル
○⸨♸ 1, 3，Thi Thuy Tien Nguyen1, 2，⸨村ຬኴ 1，୰村᪼ 3，Ⲩ川భ 1，

᳃田ⱥ 1 
（1ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕，2Hue Univ・Agri， 3࣮ࣚࣁ࢜ஙᴗ・ᇶ♏◊） 

�

【目的】ルࢶハマーは進行ᛶの⚄⤒変ᛶᝈで⌧在のところそのཎᅉや有効な⒪方法は明らか

になっていない。୍方で，ヒトの⭠と⬻は⭠⬻┦㛵とゝࢃれるࢵࢿト࣡ーࢡをᙧ成しており，ある✀の

生理άᛶ物㉁をして⬻に✀々の影響を及ぼすことが報告されている。そこでᡃ々は，⭠内⣽⳦ྀが

ルࢶハマーⓎのཎᅉになりうるのではないかと⪃え，本研究では，ルࢶハマーᝈ⪅（AD）

と高㱋ᖖ⪅（HC）の⭠内⣽⳦ྀを⛣植したࣀト࢜ࣂートマウスのᵓ⠏を基┙とした，᪂たなルࢶ

ハマーࣔデルマウスのసฟ，およびその有効ᛶを明らかにすることを目的とした。 
【方法・結果】HC および AD の⣅౽の⭠内⣽⳦ྀをᣦᶆに，↓⳦マウス（C57B/6）に⛣植するサンࣉル

を㑅ᢤした。㑅ᢤしたサンࣉルを 1 㐌間㥆化した 4 㐌㱋の C57B/6 に⤒ཱྀᢞ与し，ࣀト࢜ࣂートマウス

をᵓ⠏した。సฟしたࣀト࢜ࣂートマウスは定╔した⣽⳦ྀを確ㄆするために 6 㐌㱋で⣅౽を採ྲྀし，

⣽⳦ྀを確ㄆした。その後，10 㐌㱋から 5 㐌間ࡈとに⣅౽（⣽⳦ྀ解ᯒおよび࣓タ࣎ロー࣒解ᯒ）の採

ྲྀおよび行ືヨ験（物体ㄆ㆑ヨ験および位⨨ㄆ㆑ヨ験）を実した。その結果，HC ⩌および AD ⩌では

異なった⭠内⣽⳦ྀの定╔がみられ，その㐪いは長期㣫育においても⥔ᣢされていた。また，࣓タ࣎ロ

ー࣒解ᯒにおいてㄆ▱ᶵ⬟の影響が報告されているいくࡘかの物㉁に変化がみられた。さらに，55 㐌

㱋において物体ㄆ㆑ヨ験および位⨨ㄆ㆑ヨ験において有意なㄆ▱ᶵ⬟のప下を示したことから，本研究

でసฟしたࣀト࢜ࣂートマウスはルࢶハマーࣔデルとして有効であることがᙉく示唆された。�

�
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㹁－㸷� ⥺ࡓ࠸⏝ࢆビタミン B12Ḟஈにࡿࡼ⏕Ṫ及ࡧ⏘༸ᶵ⬟の影響に࡚࠸ࡘ 
○ᒸᮏ奈✑ 1，᳃⬥� ᾴ 2，⨾⸨博 2，⸈田⾜ဴ 1,2，Ἑ㔝� ᙉ 1,2，Ώ㑓文㞝 1,2 

（1㫽ྲྀ大㝔・㐃㎰，2㫽ྲྀ大・㎰） 
 

�

【⫼ᬒ・目的】ビタミン B12 (B12) Ḟஈ⥺では⏘༸数がῶᑡすることが報告されているが 1)，生Ṫᶵ⬟

に及ぼす B12 の影響は不明である。そこで，B12 Ḟஈ⥺でᘬき㉳こされる生Ṫᶵ⬟ప下のཎᅉを解明す

るために本研究を行った。 
【方法・結果】B12 ῧ加⥺ (ࢥントロール⥺) と B12 Ḟஈ⥺は，B12 ῧ加培ᆅと B12 ↓ῧ加培ᆅでそ

れぞれ 5 ୡ௦間の⥅௦培㣴を行いㄪ〇した。⥺の生Ṫᶵ⬟は総⏘༸数およびᏤ化数，また 1 ᪥ẖの⏘

༸数を計測することでホ౯した。RNA-sequencing (RNA-seq) 解ᯒにより，B12Ḟஈが⥺の生Ṫᶵ⬟に㛵

与する㑇ఏ子のⓎ⌧に及ぼす影響を᳨ウした。総⏘༸数およびᏤ化数において B12Ḟஈによる㢧ⴭな差異

は示されなかった。しかし，1 ᪥ẖの⏘༸数を比㍑した結果，ࢥントロール⥺の⏘༸数は⏘༸㛤ጞ 1 ᪥

目に᭱となり，⏘༸期間は 3 ᪥間であった。୍方，B12Ḟஈ⥺は⏘༸㛤ጞ 2 ᪥目に⏘༸のࣆーࢡを㏄

え，その期間は 5 ᪥間であった。これらの結果から，B12Ḟஈは⥺の生Ṫᶵ⬟をᢚไし⏘༸期間をᘏ長

さࡏることが示唆された。また，RNA-seq により⥺の⢭子および༸に㛵与する㑇ఏ子のⓎ⌧量をホ౯

した結果，B12Ḟஈは⥺の⢭子数および༸子数には影響を及ぼさないと推ᐹされた。しかし，⏘༸ཱྀで

ある㝜㛛のⓎ㐩に㛵与する㑇ఏ子のⓎ⌧量は B12 Ḟஈによりῶᑡしていた。以上のことから，B12 Ḟஈ⥺

における⏘༸期間のᘏ長は㝜㛛のⓎ㐩不全によると推ᐹされる。 
1) Bito et al. FEBS Open Bio, 3, 112-117 (2013) 
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㹁－��� パルス光照射にࡿࡼレタスの⏕⫱ಁ㐍 
○ᮌ村♸ኴ，Ṋ田┿ᶞ，神内奈々子，上田愛巳，谷川浩司，前田淳史， 
梶山博司（徳島文理大・理工） 
 

�

【目的】� LED や蛍光灯などのேᕤ光を用いる植物ᕤ場や，ኴ㝧光を用いるタᅬⱁでは，ไᚚされた

⎔ቃのもとでⴥ物㔝⳯などが栽培されている。本研究の目的は，明期にはேᕤ光やኴ㝧光はそのまま

用して，光がない暗期にも微弱な光を照射することで，レタスの生育速度を向上さࡏることである。 
【方法・結果】� レタスは水耕方式で栽培した。明期には，LED の赤色(660 nm)と青色(450 nm)を 12 時

間だけ同時に照射した。光合成有効光量子束密度(PPFD)は，赤色 LED は 48.3，青色 LED は 8.3 と㸯.5 で

あった。明期の LED 照射の PPFD は，赤色をᅛ定して，青色を変えた。LED 照射終了後の暗期に，中心

波長=450 nm，デューティー比=0.05，PPFD=0.1 のパルス光を照射した。暗期における照射ࣉロフル

はḟの 4 ㏻りであった。ձLED(8.3)=4 時̾16 時，ղLED(8.3)㸻4 時Ѹ16 時，パルス光=4-16 時，ճLED(1.5)
㸻4-16 時，パルス光㸻4-16 時，մLED(1.5)㸻4-16 時，パルス光㸻16-4 時。栽培中は， 度 22℃，‵度 40-50％
に保った。定植後 28 ᪥間ほᐹした。᭱ もእഃのⴥの㠃✚は，ձ177 cm2，ղ182 cm2，ճ123 cm2，մ230 cm2

であった。すなࡕࢃ，暗期パルス光を照射することで，LED のみに比てⴥ㠃✚は᭱で 1.25 倍であっ

た。ⴥᖜがᗈがり，ⱼの᰿ඖまでⴥがఙびていたが，ⴥの数も増していた。これにより，PPFD が 0.1 と

いう微弱光は，パルス光にすることで，レタスの生育促進とᚐ長ᢚไに効果があることがࢃかった。 
 
 

�
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㹁－��� Ỉ⳯の⏕⫱に及ぼすパルス光照射の影響 
○Ṋ田┿ᶞ，ᮌ村♸ኴ，上田愛巳，神内奈々子，大␊᭸ᙯ，Ọཎリ乃，前田� ⵇ，

前田淳史，梶山博司（徳島文理大・理工） 
 

�

【目的】� 本研究では，水⳯の生育に及ぼすパルス光照射の影響をㄪ，光用効⋡がパルス࿘期に౫

存することを明らかにする。得られた結果に基࡙き，光化学⣔（PS）ϩにおける㟁子⛣ື㐣⛬にࡘいて

⪃ᐹする。 
【方法・結果】� 水⳯は 度 22℃，‵度 40ࠥ50％の⎔ቃで，Ⓨ芽後 30 ᪥間栽培した。青色（450 nm ࣆ

ーࢡ）と赤色（���í��� nm）のパルス光を，1 ᪥に 12 時照射し，水⳯の生育に及ぼすパルス間㝸 ǻt と光

合成光量子密度（PPFD）の影響をㄪた。パルス光の ǻt は 6.6 ȝs，250 ȝs，500 ȝs，それぞれの光合成有

効量子束密度（PPFD）は ��，0.9，0.5 であり，㸯パルスの光子数は同じであった。 
� ⱼ長は ǻt=250 ȝs で୍␒長くなり，500 ȝs，6.6 ȝs では⣙ 30％ῶᑡした。すなࡕࢃ，PPFD と生育速度の

比㛵ಀは，パルス照射では成立しないことがࢃかった。ⱼの長さを光子数でつ᱁化して求めた光合成

光用効⋡は，ǻt=500 ȝs で᭱であった。以上の結果は，水⳯の PSϩの応時間はおよそ 250 ȝs であ

ること，ǻt が PSϩの応時間より長くなると光合成のᶵᦆኻにより生育速度はῶᑡすることを示して

いる。୍方，PPFD が୍␒きい ǻt=6.6 ȝs の時に生育速度がῶᑡしたことから，PSϩの応㏵中ẁ㝵で

の P680 ບ㉳は PSϩの㟁子ఏ㐩⣔を㜼ᐖ要ᅉになっていると推定している。 
 
 

�
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㹂－１� ࢹࡏࡉ⌧にⓎ࣒ࢬࣛࣉࣜ࣌Gluconobacterᒓ㓑㓟⳦のࢆ㓟⬺Ỉ㓝⣲ࢼ࢟ࣟࢻࣄࢹ

 ࡳヨࡿࡏࡉ上ྥࢆミ㓟の⏕⏘ᛶ࢟ࢩࣟࢻࣄ
୰村ㅬኴ㑻，ᯇ谷ᓠஅ，∦ᒸᑦஓ 1，ᯇୗ୍ಙ 1，㊊❧⏕，○⸩ᖌᑑ 1 
（山ཱྀ大㝔・⛉，1山ཱྀ大・ᚤ◊ࢭ） 

�

ࡘ酸合成⤒㊰のඹ㏻中間体である୍方で，Ⅳ⣲භဨ⎔から成り㸱ࣀミキミ酸は生理学的にはⰾ㤶᪘ࢩ

の不ᩧⅣ⣲を有するからྛ✀の合成ཎᩱとして有用である。≉にᢠンフル࢚ンࢨ⸆であるタミフル

（oseltamivir）のཎᩱとして㔜要な化合物である。㓑酸⳦ Gluconobacter oxydans NBRC 3244 は，キࢼ酸⬺

水⣲㓝⣲，デヒドロキࢼ酸⬺水㓝⣲（DQD），ࢩキミ酸⬺水⣲㓝⣲の 3 ࢩ酸からのࢼキ，ࡕの㓝⣲をᣢࡘ

キミ酸Ⓨ㓝を行うྍ⬟ᛶを有している。G. oxydans の DQD はϩᆺ（AroQ）であり，⮳㐺 pH が塩基ᛶの

12 量体㓝⣲である。Ϩᆺ DQD（AroD）は，⮳㐺 pH が中ᛶから弱酸ᛶの㸰量体であるが，Gluconobacter
ᒓ㓑酸⳦は保有していない。⚾たࡕは以๓，培㣴㏵中に培ᆅの pH を DQD の⮳㐺 pH である塩基ᛶにࢩ

フトすることによって，G. oxydans でデヒドロࢩキミ酸の生⏘速度を上ࡆることを報告した(1)。本研究で

は，近⦕の㓑酸⳦ Gluconacetobacter diazotrophics Pal5 ᰴが保有する aroD 㑇ఏ子を G. oxydans NBRC 3244
にⓎ⌧さࡏることをヨみた。ḟに，この AroD を G. oxydans のࣉࣜ࣌ラ࣒ࢬと分Ἢさࡏるために，TAT
౫存ᛶࢼࢢࢩルࢳࣉ࣌ドをேᕤ的に⼥合さࡏた TAT-aroD をⓎ⌧さࡏた。G. oxydans NBRC 3293 ᰴの kgdS
㑇ఏ子⏤来の TAT ౫存ᛶࢼࢢࢩルࢳࣉ࣌ドを用いた。ᡃ々は，G. oxydnas において，キࢼ酸からデヒド

ロࢩキミ酸の୍㐃の変をࣉࣜ࣌ラ࣒ࢬで行うことにより，デヒドロࢩキミ酸の⏘生を，pH フトをࢩ

することなく効⋡的に行うことができると推測した。 
(1)Nishikura-Imamura et al. (2014), Appl Microbiol Biotechnol 98: 2955. 

�

�

�

㹂－２� Ύ㓇㓝ẕの᪂つ㧗ル࣮ࢥル⪏ᛶኚ␗ᰴのཎᅉኚ␗の᥈⣴ 
○ᑠᯘࡳࡄࡵ 1,2，島ᚭஓ 1，⚟田� ኸ 1，㉥ᑿ�  1,2 
（1㓇⥲◊，2ᗈ島大㝔・ඛ➃≀㉁） 
 

�

【目的】Ύ㓇㔊㐀では，Ⓨ㓝ᮎ期のもろみ中の㓝ẕは高濃度࢚タࣀール➼のストレスによりṚ⁛ഴ向に

ある。㓝ẕṚ⁛による⣽⬊内ᐜ物₃ฟは㓇㉁にᝏ影響を及ぼすため，そのᑐ⟇の୍ࡘとして，࢚タࣀー

ル⪏ᛶΎ㓇㓝ẕが育✀されてきた。実用⳦ᰴ K11 ᰴは K7 の高ルࢥール⪏ᛶ変異体だが，このᰴのཎ

ᅉ変異は， CYR1 㑇ఏ子上の୍塩基⨨（2066 G>A）であることが分かっている。୍方で，当研究ᐊで

᪂たに分㞳した K6 ⏤来の高ルࢥール⪏ᛶ変異体 K6AT3 では，CYR12066 は㔝生ᆺであったことから，

ูの⪏ᛶ変異の存在が示唆された。そこで本研究では，K6AT3 のルࢥール⪏ᛶのཎᅉ変異及びルࢥ

ール⪏ᛶᶵᵓを明らかにすることを目的とした。�

【方法・結果】まࡎ，K6AT3 におけるストレス応⟅㑇ఏ子のⓎ⌧にࡘいて qRT-PCR により mRNA Ⓨ⌧

量の定量解ᯒを行った結果，K6AT3 では，㠀ストレス᮲௳下でも K6 よりストレス応⟅㑇ఏ子⩌が高Ⓨ

⌧していた。これは，K11 などの K7 ⣔⪏ᛶᰴと同ᵝで，K6AT3 においても，ఱらかの理⏤でストレス応

⟅⣔がάᛶ化することで⪏ᛶを⋓得したと⪃えられた。ḟに，⪏ᛶのཎᅉ変異の᥈⣴を行った。ぶᰴと

変異ᰴの࣒ࣀࢤの比㍑から，ルࢥール⪏ᛶཎᅉ変異のೃ⿵として 7 のࡘ SNP サトをᢳฟした。これ

らにࡘいて，K6 ᆺ，K6AT3 ᆺレルの㑇ఏ子◚ቯᰴ➼をそれぞれస〇し，ᛴᛶストレスヨ験（22%EtOH）

により，⪏ᛶの㛵与にࡘいてホ౯を行ったところ，CDC55 㑇ఏ子上の変異がルࢥール⪏ᛶに㛵与す

ることを示すデータが得られた。⌧在，レル導ධᰴや㑇ఏ子◚ቯᰴ➼を用いたྛ✀分ᯒを行っている。 
�
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㹂－㸱� 㧗࢚タ࣮ࣀル⪏ᛶΎ㓇㓝ẕにぢࡿࢀࡽ㧗࢚タ࣮ࣀル⪏ᛶᶵᵓのゎᯒ 
○山ୗにに子 1,2，島ᚭஓ 1，㉥ᑿ�  1,2（1㓇⥲◊， 2ᗈ島大㝔・ඛ➃≀㉁） 

 
 

�

【目的】 ௦⾲的なΎ㓇㓝ẕきࡻうかい 7 ྕ（K7）から育✀された高ルࢥール⪏ᛶᰴきࡻうかい 11 ྕ

（K11）の高࢚タࣀール⪏ᛶのཎᅉ変異は，࣒ࣀࢤ報の比㍑によりデニル酸ࢡࢩラーࢮ CYR1上の୍

塩基変異 CYR1A/G2066A/Aであることが᪤に明らかになっている。Ras/cAMP/PKA ⤒㊰は，㏻ᖖ，ストレス

応⟅を㈇にไᚚするものであるが，これまでの᳨ウの結果，K11 ではストレス応⟅⤒㊰がάᛶ化してい

る୍方で，cAMP 含量が増加し，PKA のάᛶもஹ進していた。そこで本研究では，K11 における高࢚タ

ール⪏ᛶのⓎ⌧ᶵᵓの解明を目的として，変異ᆺࣀ CYR1 が Ras/cAMP/PKA ⤒㊰に及ぼす影響にࡘいて

᳨ウすることとした。 
【方法・結果】� ま࢚，ࡎタࣀール⪏ᛶᰴにおける PKA の高άᛶ化にὀ目し，PKA のゐ፹サࣘࣈニࢵト

である Tpk1，Tpk2，Tpk3 のそれぞれの高࢚タࣀール⪏ᛶの㛵与にࡘいてㄪることにした。実験ᐊ㓝

ẕ BY4742 とΎ㓇㓝ẕ K7，K11 において TPK1/2/3◚ቯᰴをస〇し，࢚タࣀールストレス⪏ᛶの影響に

た。実験ᐊ㓝ẕでは，TPK2いてㄪࡘ ༢୍◚ቯᰴにおいてストレス⪏ᛶの㢧ⴭなప下がみられ，Tpk2
はストレス⪏ᛶのⓎ⌧にከな㈉⊩をしていることが示唆された。⌧在，Ύ㓇㓝ẕにおける TPK1/2/3◚
ቯᰴの⾲⌧ᆺをㄪており，ルࢥール⪏ᛶᰴにおける PKA 高άᛶ化の意⩏にࡘいて᳨ウ中である。 
 
 

�

�

�

㹂－㸲� 㢼㬆子に௦ࡿࢃ᪂࡞ࡓ㧗▱┴㓇㐀ዲ㐺米ရ✀の㛤Ⓨ 
○⏠ᮌᮁ，ຍ⸨㯇奈，㉥ᮌ浩 1，ᆏ田㞞ṇ 1，ຍ⸨⩧子 2，⢯谷ၨோ 2，�

内山㈗㞝 2，㧗ᶫ� ᭸ 2，Ώ㑓᐀ᖹ 2，村ᯇஂ司 2，Ọ田ಙ 2，上ᮾᙪ 
（㧗▱┴・工ᢏ1，ࢭ㧗▱┴・㎰ᢏ2，ࢭ㧗▱大・㎰） 

�

【目的】高▱┴において㓇㐀ᴗはရ目ู〇㐀ရฟⲴ㢠(㣗ᩱရ)の 6％を༨め，さらに㍺ฟ㢠は 7 年間で 3.7
倍にఙびている㔜要な⏘ᴗである。しかし，ཎᩱである㓇⡿の┴⏘⡿用⋡は 30％とᅄᅜ୍పい。ᑐ⟇

として，これまでにࠕᅵబ㘊(とさにしき) (なるこࡐか)㢼㬆子ࠕࠖ， が㛤Ⓨされࠖ(めࡺんのࡂ)のክྫྷࠕࠖ，

たが，ྫྷࠕのክࠖ以እの生⏘量は近年ప下している。これはࠕᅵబ㘊ࠖは収✭時の⬺⢏ᛶがᙉく，収量が

ప下するため，ࠕ㢼㬆子ࠖは心ⓑがきすࡂて⡿⢏が⬤く，⢭⡿時にれ⡿がከⓎしやすいためである。

そこで本研究では，ࠕ㢼㬆子ࠖに௦ࢃる平㔝部での栽培がྍ⬟な᪩生ရ✀の有ᮃ⣔⤫の育✀をヨみた。 
【方法・結果】有ᮃ⣔⤫の㑅ᢤは㓇㐀㐺ᛶヨ験と㔊㐀ヨ験，⢭⡿ヨ験によって行った。平成 26 年度から

平成 28 年度までは高▱┴㎰ᴗ技術ࢭンターが栽培した⡿を，平成 29 年度は高▱┴平㔝部の生⏘⪅が栽

培した⡿をヨᩱとした。㓇⡿⤫୍分ᯒ法による㓇㐀㐺ᛶヨ験，総⡿ 155 g または 600 g の小㎸みヨ験に

よる㔊㐀ヨ験，⋞⡿ 60 kg の⢭⡿ヨ験(平成 27-29 年度のみ)を行った結果，ࠕ高育㓇 80 ྕࠖはࠕ㢼㬆子ࠖ

に比て心ⓑ⋡が高㐣ࡎࡂ，⢭⡿ヨ験においても 3 年間を㏻じてపい砕⡿⋡を⥔ᣢしていた。また，㓇

㐀㐺ᛶヨ験や㔊㐀ヨ験の結果でも㢼㬆子と同➼の㓇㐀㐺ᛶを⥔ᣢしていた。 
 
 
 

�
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㹂－㸳� ྫྷ㔊㓇㔊㐀のࡵࡓの㤶Ẽᡂศ⏕ᡂ⬟ࢆᨵⰋࡓࡋ㧗▱㓝ẕの⫱✀ 
○⢯谷ၨோ，⏠ᮌᮁ 1，ຍ⸨⩧子，Ώ㑓᐀ᖹ，㧗ᶫ� ᭸，村ᯇஂ司，Ọ田ಙ，�

上ᮾᙪ 1（㧗▱大・㎰，1㧗▱┴・工ᢏࢭ） 
 

�

【目的】ྫྷ㔊㓇は，㤶りのᑡない⡿から㐀られるため，㤶りの高さはⓎ㓝中の㓝ẕのാきにきく౫存

している。ྫྷ㔊㓇中のな㤶Ẽ成分は，ࢼࢼࣂᵝの㤶りの㓑酸ࢯミルとࣜンࢦᵝの㤶りのࣉ࢝ロン

酸ࢳ࢚ルである。これらの量とࣂランスがΎ㓇の㤶の≉ᚩとなり，〇ရのከᵝ化とಶᛶ化をᅗる上で

㔜要である。高▱┴ではこの 2 ✀㢮の㤶Ẽ成分を高生⏘する AC-95 を㛤Ⓨした。AC-95 を用いたΎ㓇は

市販㓇ရホにおいて高いホ౯を得ている。しかし，㓇㐀♫によって㤶りのฟ方が異なること，不ᛌ

⮯のཎᅉとなるࣆルビン酸が高いことがࢃかっている。そこで本研究では，AC-95 に௦ࢃる᪂つ㓝ẕの

㛤Ⓨを目的とし，㓑酸ࢯミルを生⏘する㓝ẕをぶᰴとして，ࣉ࢝ロン酸ࢳ࢚ル生⏘⬟を向上さࡏる

ルレニン⪏ᛶᰴを得ることで，2ࢭ ✀㢮の㤶Ẽ成分をࣂランスⰋく高生⏘する᪂つ㓝ẕの育✀をヨみた。 
【方法・結果】高▱┴内で用いられているΎ㓇㓝ẕ A-14，AA-41，H-21，KA-1，⇃本⣔ప酸ᛶ㓝ẕをぶ

ᰴとした。変異処理は 15ȣg/ml ン酸によって行った。変異処理した㓝ẕを࣍ル࣓タンスルࢳ࢚ 5.6mg/㹊
ルレニン⪏ᛶᰴとした。得られた⪏ᛶᰴを用いてࢭᐮኳ培ᆅにሬᕸし，生育したᰴをࡴルレニンを含ࢭ

小㎸みヨ験を行い，㐲心分㞳によって上ᵴ㓇を得た。上ᵴ㓇をࢵ࣊ドス࣌ース࢞スࢡロマトࢢラフィ

ーによって㤶Ẽ分ᯒし，ぶᰴと同➼の㓑酸ࢯミルを生⏘し，ࣉ࢝ロン酸ࢳ࢚ルを高生⏘したᰴを㑅

ᢤした。ࢭルレニン含有培ᆅで培㣴した結果，ࢭルレニン⪏ᛶᰴを数ⓒᰴྲྀ得した。小㎸みヨ験の結

果から㤶Ẽ成分をࣂランスⰋく高生⏘し，ྫྷ㔊㓇㔊㐀の用が期ᚅできる⪏ᛶᰴを数ᰴ㑅ᢤした。 
�

�
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㹂－㸴� Ⴔዲのከᵝに㈨す࣡ࡿン㓝ẕྫྷࡓ࠸⏝ࢆ㔊㓇㔊㐀ἲの᳨ウ 
○ຍ⸨⩧子，⏠ᮌᮁ 1，⢯谷ၨோ，内山㈗㞝，村ᯇஂ司，上ᮾᙪ 1，Ọ田ಙ 
（㧗▱大・㎰，1㧗▱┴・工ᢏࢭ） 
 

�

【目的】近年，ᅜ内市場のΎ㓇ᾘ㈝量はῶᑡഴ向にあり，ேཱྀῶᑡもకい今後ᖜな増加はぢ㎸めない

と⪃えられる。୍方，ᾏእ市場においては᪥本㣗ࣈー࣒などを⫼ᬒにΎ㓇の㍺ฟが増加し，Ⴔዲのከᵝ

ᛶをど㔝にධれたΎ㓇㔊㐀が㔜要どされている。それにᑐ応する〇ရとして࣡ン㓝ẕを用したΎ㓇

が存在するが，࣡ン㓝ẕはΎ㓇㓝ẕと比㍑してルࢥール⪏ᛶが弱く，㤶Ẽ成分生成量もᑡないため，

Ύ㓇㔊㐀においてはこれらをᨵၿするᚲ要がある。そこで本研究では，࣡ン㓝ẕに㐺したྫྷ㔊㓇㔊㐀

法を᳨ウするため，Ⓨ㓝に影響を与えるࢳミンのῧ加ヨ験とⓎ㓝᪥数を▷⦰したపルࢥール㓇の㔊

㐀ヨ験を行った。 
【方法・結果】࣡ン㓝ẕのࢳミンῧ加ヨ験では，࣡ン㓝ẕ 61 ᰴを用いて，1 g/ ton のࢳミンを

ῧ加した総⡿ 155 g の小㎸みヨ験を行った。㐲心分㞳による上ᵴ後のΎ㓇の୍⯡成分と㤶Ẽ成分を分ᯒ

した。その結果，61 ᰴ中 49 ᰴで᪥本㓇度のキレがⰋくなり，45 ᰴで㓑酸ࢯミル量が増するなど

Ⓨ㓝ᨵၿの効果がぢられた。పルࢥール㓇の㔊㐀ヨ験は，࣡ン㓝ẕ 61 ᰴを用いて，総⡿ 155 g の小

㎸みヨ験を行った。Ⓨ㓝はルࢥール度数が 11%から 13%に㐩したところで終了さࡏた。㐲心分㞳に

よる上ᵴ後のΎ㓇の୍⯡成分と㤶Ẽ成分を分ᯒし，ᐁ⬟ホ౯を行った。その結果，㐣ཤの 4 㐌間Ⓨ㓝ヨ

験と比㍑して，Ṛ⁛⋡がప下していた。また，Ύ㓇㓝ẕに比，酸度や高⣭ルࢥールに≉ᚩがぢられ

た。ᐁ⬟ホ౯した結果，10 ᰴのపルࢥール㓇が高いホ౯を得られた。�

�
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㹂－㸵� 㧗▱┴⏘⸆ⲡⲔのங㓟⳦にࡿࡼⓎ㓝ࡑのホ౯㹼≉に➉ⴥࢥ࣮ࣖンに࡚࠸ࡘ 
○ᯇᑿඃẼ，ᶓ山㯞㤶，ࣀ上ౡ奈，山ᓊ⩏ᘯ 1，୰島ᝋ子 2，Ἑ㑚㱟 3， 
ຍ⸨㯇奈 4，上ᮾᙪ 4，村ᯇஂ司，Ọ田ಙ 
（㧗▱大・㎰，1山ᓊ➉ᮦᗑ，2ᅵబ FBCϩ，3ᮏ山⏫㎰ᴗබ♫，4㧗▱┴・工ᢏࢭ） 

�

【目的】近年，微生物Ⓨ㓝を用した後Ⓨ㓝Ⲕは，ᢠ酸化⬟などのᶵ⬟ᛶ向上によって，ᚑ来のⲔⴥに

加౯್を与えることが▱られている。本研究では，植物から比㍑的Ᏻ定なங酸⳦を分㞳し，その培㣴

⳦体を用いた┴⏘の⸆ⲡⲔⴥのⓎ㓝方法を᳨ウし，Ⓨ㓝ຓのῧ加効果やᢠ酸化άᛶのホ౯をヨみた。 
【方法・結果】┴⏘Ⲕⴥ(ハࣈ，᱓，キࢩマ࣓，ドࢲࢡミ，ࣂࢢ，➉，ࣖーࢥン)の粉ᮎをῧ加した MRS
ᾮ体培ᆅを用いたࣜ࢜ーࣈ⏤来ங酸ᱰ⳦ Lactobacillus plantarum HRS15-8 とビ࣡⏤来ங酸⌫⳦ 
Pediococcus lolii HRS5-32A の㟼⨨培㣴ヨ験では，ྛ✀Ⲕⴥによる㢧ⴭな生育ᢚไ効果はぢられなかった。

ḟに，この✀のங酸⳦培㣴ᾮをスターターに用いてྛ✀ⲔⴥⓎ㓝ヨ験を行い，生⳦数，pH，酸度，DPPH
ラジ࢝ルᾘཤάᛶなどを測定した。さらに，㯮㓝ẕș-ࢢル࢝ン，ミࢼミࢬࣘ，ࣜࣀ࢜果Ồ，ࣖーࢥン

などのኳ↛物をⓎ㓝ຓとしたⓎ㓝ヨ験をヨみた。୍⯡にⲔⴥのみでは，ங酸⳦の増Ṫに分なᰤ㣴分

をḞくので，ங酸⳦培㣴ᾮをスターターに用いても生⳦数の増をㄆめるのは㞴しく，生⳦数を長時間

⥔ᣢすることが㔜要になる，Ⓨ㓝ຓとしてのኳ↛物とⲔⴥの⤌合ࡏによっても効果が異なるので，生

⳦数とᢠ酸化⬟の変化がᣦᶆとなる。今ᅇ，≉に᪂たなᆅ場⏘ရのά用と高加౯್化を目ᣦした➉ⴥ

とࣖーࢥンⴥは，Ⓨ㓝ຓの有↓に㛵ࢃらࡎ生⳦数の⥔ᣢが㢧ⴭであったが，いࡎれのⲔⴥにᑐしても

ミࢼミࣜࣀ࢜のῧ加効果がㄆめられた，また，ࣖ ーࢥンⴥではࣖーࢥンのῧ加が生⳦数の⥔ᣢや DPPH
ラジ࢝ルᾘཤάᛶの増に効果的であった。 

�

�

�

㹂－㸶�  ンのຠᯝ࢝ルࢢ-ᙧᡂに及ぼす㯮㓝ẕșࢻ࣮࢝ルトのங㓟⳦Ⓨ㓝ࢢ࣮ࣚ
○ᒸᮏ⳹，ụ上⿱ 1，ዟཎṌ㡢，㐲⸨� ᛭，上ౡ⣖奈，ᒸᯘ史 2， 
ຍ⸨㯇奈 3，上ᮾᙪ 3，村ᯇஂ司，Ọ田ಙ 
（㧗▱大・㎰，1ࡾࢃࡲࡦ2，ࣇࢯஙᴗ，3㧗▱┴・工ᢏࢭ） 

�

【目的】㯮㓝ẕ Aureobasidium pullulans は⳦体እከ糖としてș-ࢢル࢝ン（SBG）を生⏘する。SBG は，

増⢓ከ糖㢮として㣗ရῧ加物に用されている୍方で，ங酸⳦の⪏ᛶᙉ化にもᐤ与することが報告され

ている。本研究では，ࣚーࢢルトスターターங酸⳦を用いてங酸⳦の生育やࣚーࢢルト〇㐀におけるヨ

⳦として，SBG の効果を᳨ウした。 
【方法・結果】4ࡘのスターターங酸⳦ Streptococcus thermophilus，Lactobacillus delburuekii subsp. bulgaricus，
Lactobacillus helveticus，Lactobacillus casei subsp. casei N027 を用いた。MRS ᾮ体培ᆅにて 37℃，120 rpm
で 48 時間とう培㣴し，⤒時的に生⳦数を測定した。10%⬺⬡粉ஙにてྛ⳦ᰴを༢⊂で植⳦，もしくは

S. thermophilus とそれ以እの 3 ⳦ᰴをྛ々⤌み合ࡏࢃて植⳦してⓎ㓝ヨ験を行った。37℃で 24 時間㟼⨨

培㣴し，⤒時的に pH，酸度，࢝ードᙧ成，࢚࣍の㞳水を測定した。࢝ードᙧ成は B ᆺ⢓度計による⢓

度でホ౯した。ྛ ヨ験で SBG は AFO-202 ᰴ，NN ᰴ⏤来の 2 ✀を用いてྛ ῧ加した。結果，MRSࡘࡎ3%
培ᆅでは L. helveticus，L. casei で SBG ῧ加により生⳦数の増加がみられた。⬺⬡粉ஙのヨ験では L. 
bulgaricus と L. helveticus にࡘいて SBG ῧ加でより᪩い pH のప下と酸度の上᪼がみられた。ඹⓎ㓝では

いࡎれの⤌み合ࡏࢃにおいても༢Ⓨ㓝と比㍑し，pH，酸度だけでなく࢝ードの⢓度の増ᙉがほᐹされた。

さらに࢝ードᙧ成及び࢚࣍の㞳水はῧ加する SBG の✀㢮によって差がみられた。SBG のῧ加によりங

酸⳦生育・Ⓨ㓝促進，࢝ードᙧ成ຊの向上がみられ，ࣚーࢢルト〇㐀における有用ᛶが示唆された。 
�
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㹂－㸷� 㧗▱┴⏘ミࢼミࣜࣀ࢜の࣓タ࣮ࣀルᢳฟ≀ࡘࡶࡀᢠ⳦άᛶ 
○㔝ཱྀ㯞⾰，村ᯇஂ司，ሯᮏἋᜨ㤶，ඖ㍤，ᜠ田ṌṊ 1，ᖹᒸ㞞つ 2， 
島村ᬛ子，᯽ᮌᣑ，Ọ田ಙ 
（㧗▱大・㎰，1㧗▱大・理工，2㧗▱大・⥲◊ࢭ） 

�

【目的】ᾏὒᛶ⸴㢮は㝣上植物と比て成長速度が᪩く，ᰂらかい植物ᵓ㐀をもࡘことが≉ᚩである。

また，ᾏὒᛶ⸴㢮は㈗㔜なῐ水中ではなくᾏ水中で生育するため，ᚠ⎔ᆺの࢜ࣂマス㈨源として期ᚅ

される。本研究ではミࢼミࣜࣀ࢜の᪂しい用法を㛤Ⓨするために，高▱学ᾏὒ生物ᩍ育研究タ

で㝣上㣴Ṫされたミࢼミࣜࣀ࢜の࣓タࣀールᢳฟ物がもࡘᢠ⳦άᛶをヨ験した。 
【方法・結果】ᢠ⳦άᛶヨ験の⿕᳨⳦として，㣗中ẘ⳦と近⦕な⣽⳦㸲ᰴ，㣗中ẘ⣽⳦㸯ᰴ，㣗ရの⭉

ᩋに㛵ࢃる⣽⳦㸯ᰴと㓝ẕ㸰ᰴ，ங酸⳦㸯ᰴを用いた。ミࢼミࣜࣀ࢜粉ᮎを࣓タࣀールにᠱ⃮し，㸲℃

で㸱᪥間᧠ᢾした後，ろ㐣して࣓タࣀール⏬分を分ྲྀした。ṧ´に࣓タࣀールを加えてᢳฟ᧯సを⧞り

㏉し，度の࣓タࣀールᢳฟ᧯సで得たろᾮをΰ合して濃⦰ᅛしたものを࣓タࣀールᢳฟ物とした。

ジ࣓ࢳルスル࣍キࢩドで࣓タࣀールᢳฟ物を⁐解し，5 ml のᾮ体培ᆅに 0，2.5，5，10，20 mg eq./ml と

なるように加えた。⿕᳨⳦を植⳦して生育᭱㐺 度でとう培㣴し，OD595を測定して微生物の成育㜼ᐖ

⋡を⟬ฟした。その結果，⿕᳨⳦ 10 ᰴうࢢࡕラ࣒㝧ᛶ⣽⳦㸱ᰴにᑐして生育㜼ᐖάᛶがほᐹされ，中で

も Jonesia dentrificans NBRC15587Tは࣓タࣀールᢳฟ物 20 mg eq./ml で全に生育が㜼ᐖされた。ᾮ体培

㣴で生育が㜼ᐖされた㸱ᰴにᑐして平ᯈ培ᆅを用いたᢠ⳦άᛶヨ験を行い，ྛ⿕᳨⳦の㜼Ṇの┤ᚄを

計測して㜼ᐖάᛶの有↓をㄪた。その結果，ᾮ体培㣴で生育㜼ᐖがほᐹされた⿕᳨⳦は平ᯈ培ᆅを用

いたᢠ⳦άᛶヨ験でも生育㜼ᐖάᛶがほᐹされた。 
�

�

�

㹂－��� 㩛ࡽࡋࡎศ㞳ࡓࡋ Bacillus sp. F-31 ᰴの⏘⏕すࡿᢠ⳦≀㉁のᛶ≧ 
○ᒸ㔝⣪Ꮨ，山㞞史（愛大㝔・㎰） 
 
 

�

【目的】微生物ไᚚは㣗ရ，་⒪などᵝ々な⏘ᴗ分㔝で課題とされている。≉にࢢラ࣒㝜ᛶ⣽⳦は有ᐖ

ᛶが高いものがከくไᚚがᮃまれるが，እ⭷という≉有の⭷ᵓ㐀によりᢠ⳦物㉁が効きにくい。本研究

ではࢢラ࣒㝜ᛶ⣽⳦をᶆ的とし，またᏳ全ᛶのほⅬからⓎ㓝㣗ရをᢠ⳦物㉁生⏘⳦の分㞳源としてㄪᰝ

を行った。その結果，㩛ࡎし⏤来の Bacillus sp. F-31 ᰴが得られたため，本ㅮ₇では F-31 ᰴおよびその生

⏘物であるᢠ⳦物㉁のᛶ状にࡘいて報告する。 
【方法・結果】生⏘⳦の同定およびẘᛶㄪᰝを行った結果，本⳦ᰴが㑇ఏ的および生理学的に Bacillus
ᒓであり，⁐⾑ᛶおよび࢚ンテロトキࢩン生⏘ᛶといったẘᛶがぢられないことが分かった。ḟに，◲

ᏳỿẊ法および Sep Pak C18 によるᅛ┦ᢳฟによりᢠ⳦物㉁を⣙࣒ラ࢝ 90 倍に⢭〇した。以㝆のᛶ状ヨ

験では⢭〇サンࣉルを用し，Tricine SDS-PAGE を用いた分子量測定，トࣜࢩࣉン，ࣉロテࢼーࢮ K

を用いたࣉロテーࢮᾘ化，⇕，pH にᑐするᏳ定ᛶヨ験，ᢠ⳦スࢡ࣌トルのㄪᰝを行った。その結果，

本ᢠ⳦物㉁は分子量 3,300 Da ドであり，⇕にᏳ定であるとඹにࢳࣉ࣌どの水ᛶ pH Ᏻ定㡿ᇦが中ᛶか

ら弱ルࣜ࢝ᛶであることが分かった。また，ᢠ⳦スࢡ࣌トルでは，⣽⳦および┿⳦にᗈくάᛶを有す

ることが分かった。これらの結果は，Bacillus ᒓが生⏘するࢡࣂテࣜࢩ࢜ンᵝ物㉁の≉ᚩと㢮ఝすること

が示唆された。 
 

�

－48－



㹂－��� 㓟⪏ᛶࣘスࣜ࢝ᗂ内のᚤ⏕≀ྀのゎᯒ 
○⸨ኴ㑻，Ἑྜᖾ୍㑻，୕ᮏᮌ⮳ᏹ（ᗈ島大㝔・⏕≀ᅪ） 
 
 

�

【目的】� 酸ᛶ⎔ቃに㐺応して生ᜥするࣘスࣜ࢝ᗂは，㣫育水㉁が pH 2.0 以下でもṇᖖに生育でき，

に Chrionomus ᒓのࣘスࣜ࢝からぢいだされる。本研究では，酸ࣘスࣜ࢝ᗂ内の微生物⩌集を解ᯒし，

それを㏻ᖖ⎔ቃに生きるࣘスࣜ࢝ᗂと比㍑することで，酸ᛶ⎔ቃの㐺応ᶵᵓとࣘスࣜ࢝ᗂ内の微

生物ྀの㛵ಀᛶを明らかにする。 
【方法】� Chrionomus ᒓの酸⪏ᛶࣘスࣜ࢝ C. sulfurosus，C. fusciceps，C. acerbiphilus，そして C. riparius
のᗂ（➨ 4 㱋）から DNA をᢳฟした。比㍑ᑐ㇟として，㏻ᖖ⎔ቃに生ᜥするࣘスࣜ࢝ 8 ✀，C. yoshimatsui，
C. nippodorosaris，C. nipponensis，C. javanus，C. okinawanesis，C. flaviplumus，C. kiinensis，C. plumosus の
ᗂからも同ᵝに DNA をᢳฟした。それらの DNA から，⣽⳦の 16S rRNA 㑇ఏ子 515–806 bp 㡿ᇦをᑐ

㇟にラࣈラࣜーをస〇し，MiSeq300 により࣓タ࣒ࣀࢤ解ᯒを行った。 
【結果】� ከᵝᛶ解ᯒによって全ࣘスࣜ࢝ᗂ内の微生物ྀを比㍑すると，4 ✀の酸⪏ᛶࣘスࣜ࢝の⳦┦

が㠀ᖖにⰋくఝており，微生物ྀがࣘスࣜ࢝ᗂの酸⪏ᛶに㛵ࢃるྍ⬟ᛶが示唆された。≉にᕞᆅ方

からぢいだされる C. sulfurosus ᗂおよび C. fusciceps ᗂには Nocardiaceae（ᨺ⥺⳦⛉）が，またᮾᆅ

方からぢいだされる C. acerbiphilus ᗂおよび C. riparius ᗂには Enterobacteriaceae（⭠内⣽⳦⛉）が≉

ᚩ的な⳦┦として⌧れることが明らかとなり，ඹ生⣽⳦による酸ᛶ㐺応はࣘスࣜ࢝の生ᜥするẼೃによ

り異なるྍ⬟ᛶが示唆された。 
�

�

�
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㹃－１� Rhodococcus sp. KO20 に⏤᮶すࡿミン㓟㓝⣲のㅖᛶ㉁ 
○ᯠ田ඃ⳯，村ᯇஂ司，山ᮏ� ⸅，ᰗ川▱ᶞ，᪂ᒃ┤ே，ᯘ� ⣲子 1， 
山ᮏ浩᫂ 1，ຍ⸨ఙ୍㑻，Ọ田ಙ（㧗▱大・㎰，1（ᰴ）ࢭࢲル） 
 

�

【目的】་⸆ရཎᩱとして有用な ジン（3-AQ）の不ᩧ合成をᣦ向し，ᅵተから分㞳しࣜࢡࢾキࣀミ-3

た Rhodococcus sp. KO20 の⢒㓝⣲ᾮ中に 3-AQ にస用する酸化㓝⣲άᛶをぢฟした。そこで，⭠⳦をᐟ

とした㑇ఏ子Ⓨ⌧⣔をᵓ⠏し，本㓝⣲を⢭〇して㓝⣲化学的ㅖᛶ㉁をㄪた。 
【方法・結果】ミン酸化㓝⣲㑇ఏ子を㐃結した pSE420U でᙧ㉁㌿した Escherichia coli JM109 を培㣴

し，1 mM IPTG を加えて本㓝⣲㑇ఏ子のⓎ⌧を誘導した。培㣴⳦体を 50 mM ࣜン酸ࣜ࢝ウ࣒⦆⾪ᾮ（pH 

7.2）にᠱ⃮し，ị上で㉸㡢波◚砕して⢒㓝⣲ᾮをㄪ〇し，◲Ᏻ分⏬（30㹼50%㣬◲Ᏻ），トࣚパール

DEAE 650M ラフィー，トࣚパールࢢロマトࢡ࣒ラ࢝ Butyl 650M -ラフィーに౪し，SDSࢢロマトࢡ࣒ラ࢝
，ミン酸化㓝⣲の基㉁≉異ᛶル㟁ẼὋື的に均୍に⢭〇した。⢭〇㓝⣲を用いてࢤミドルࣜࢡ࣏ࣜ

 度と pH にᑐするᏳ定ᛶ୪びに౫存ᛶ，化合物の影響を᳨ウした。本㓝⣲応の᭱㐺 pH は 8.5（トࣜ

ス塩酸⦆⾪ᾮ）で᭱㐺 度は 40㹼45℃であった。また，1 時間加 した㓝⣲ᶆရは，40℃までάᛶを 100%

保ᣢしたが，それ以上の 度ではᚎ々にάᛶはῶᑡした。さらに，ᵝ々な pH で 1 時間，30℃で加 する

と，pH 5.0㹼8.5 の⠊ᅖで 80%以上のάᛶを保ᣢしたことから，本㓝⣲を用いた物㉁生⏘は中ᛶ近で実

するのがᮃましいことがࢃかった。本㓝⣲は R 体よりも S 体の 3-AQ にᑐして高いάᛶを示し，⣭

ミン，୕⣭ミンにはస用ࡎࡏ，୍⣭ミンにస用することがࢃかった。また，本㓝⣲応にᑐする㔠

ᒓ࢜ンの影響にࡘいても᳨ウした。 
�

�
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㹃－２� 㐣㓟Ỉ⣲ᐃ㔞ࢆ⏝ࡓࡋ Cyclo(Leu-Phe) oxidase のάᛶ ᐃἲの☜❧ᇶ㉁

≉␗ᛶ᳨ウ 
○ᑠすኴ，ோᡞ田照ᙪ，神ᓮ� 浩（ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕） 
 

�

【目的】ᡃ々は，ᨺ⥺⳦⏤来の⎔状ジࢳࣉ࣌ド⬺水⣲㓝⣲ cyclo(Leu-Phe) oxidase がᖜᗈい基㉁≉異ᛶを

示すことをぢฟしてきた。また，本㓝⣲のάᛶ್を求めるためのάᛶ測定法として，㟁子受ᐜ体 phenazine 

methosulfate (PMS)と 2, 6-dichloroindophenol (DCIP)をῧ加し吸光度測定を行う PMS-DCIP 法を確立した。

しかし本㓝⣲は本来酸⣲を᭱終㟁子受ᐜ体としており，その㟁子ఏ㐩⤒㊰の㐪いから，HPLC で生成物が

確ㄆされているが PMS-DCIP 法で応ᛶが確ㄆできない基㉁が存在していた。そこで本来の㟁子ఏ㐩⤒

㊰における，より高ឤ度で定量的なάᛶ測定法の確立とそれによる基㉁≉異ᛶの᳨ウを行った。 
【方法・結果】本㓝⣲と⎔状ジࢳࣉ࣌ドの応により，᭱終㟁子受ᐜ体である酸⣲が㟁子を受けྲྀるこ

とで㐣酸化水⣲をⓎ生さࡏ，蛍光物㉁である 4-hydroxyphenylacetic acid と horseradish peroxidase を用し

て㐣酸化水⣲を定量した。測定ᶵჾにはマࢡロࣉレートࣜーࢲーを用いて 1 分ࡈとの蛍光ᙉ度の増加

量を測定した。Cyclo(Leu-Phe)を基㉁として用いたところ，酸⣲を᭱終㟁子受ᐜ体とする㟁子ఏ㐩⤒㊰に

おいて，本㓝⣲の応ึ速度を㐃⥆的かࡘ定量的に測定することがྍ⬟であることが分かった。また，

PMS-DCIP 法において応が確ㄆできなかった基㉁にᑐして本方法を用いたところ，㓝⣲άᛶを確ㄆする

ことができた。これらのことから，本来の㟁子ఏ㐩⤒㊰における基㉁≉異ᛶ᳨ウのための᪂たなάᛶ測

定法を確立することができた。さらに，本方法を用いて Km ್と Vmax ್を⟬ฟし速度ㄽ᳨ウを行ったと

ころ，同じ基㉁でも㟁子ఏ㐩⤒㊰の㐪いにより応ᛶが異なることが明らかになった。 
�
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㹃－㸱� ᾏὒᛶ⣽⳦ Marinomonas mediterranea ⏤᮶ CTQ ౫Ꮡᛶࢩࣜࢢンࢮ࣮ࢲࢩ࢟࢜

の⢭〇ᛶ㉁᳨ウ 
○ᖹᒾ⚈ኴᮁ，梶山㞝㍤，⁁➃బὠ⣖，㉥ᆅ࿘స，᰿ᮏ理子，田村� 㝯， 
✄ᇉ㈼（ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕） 

�

【目的】ࢩࣜࢢン࢜キࢲࢩーࢮ(GlyOX)は，ࢩࣜࢢンを酸化し࢜ࣜࢢキࢩル酸を生じる応をゐ፹する。 
近年，ᾏὒᛶ⣽⳦ Marinomonas mediterranea に᪂ወな GlyOX がぢいだされた。本㓝⣲はビルトンᆺ⿵

㓝⣲であるࢩステントࣜࣉトフィルキࣀン(CTQ)を含有すると推定されている。また本㓝⣲はࢩࣜࢢン

にᑐするཝ᱁な基㉁≉異ᛶを有することからࢩࣜࢢンࢭンサーとして用が期ᚅされる。しかし，本⳦

における生⏘量がᑡないため⢭〇がᴟめて㞴しく，これまで部分⢭〇㓝⣲を用いたᛶ㉁᳨ウしか行ࢃれ

ていない。本研究では M. mediterranea ⏤来 GlyOX を高⣧度に⢭〇し，その㓝⣲学的ᛶ㉁や CTQ ᙧ成ᶵ

ᵓ，立体ᵓ㐀を解明し応用にࡘなࡆることを目的とする。【方法】M. mediterranea は培ᆅとして，マࣜン

ロスを用いてࣈ 3 ᪥間⛬度培㣴した。培㣴上Ύから 70％◲ᏳỿẊによりタンパࢡ㉁をᅇ収した後，

DEAE-Toyopearl 650M, Sephacryl S 300-HR の࢝ラࢡ࣒ロマトࢢラフィーに౪して⢭〇を行った。GlyOX
άᛶは応生成物である㐣酸化水⣲の量を  。ン法で定量することにより測定したࣜࣆࢳンࣀミ-4
【結果】M. mediterranea GlyOX をぼ均୍に⢭〇することに成ຌした。⢭〇した GlyOX の基㉁≉異ᛶを

ㄪたところ，ኳ↛ミࣀ酸 20 ✀の内ではࢩࣜࢢンのみにస用し，基㉁ᵓ㐀㢮ఝ体ではࢳ࢚ルࢩࣜࢢン

にᑐして微弱なάᛶを示す⛬度でには応しなかった。D-ミࣀ酸やサルࢩࢥンにᑐして高い≉異ᛶ

を示すᚑ来の✀⏤来 GlyOX とはᑐ照的に，本㓝⣲はᴟめてཝ᱁な基㉁≉異ᛶを示した。ࢩࣜࢢンにᑐ

するぢかけの Km は 0.5 㹫M であり，άᛶは D-，L-࣌ニࢩラミンやフェニルヒドラジンで㜼ᐖされた。 
�

�

�

㹃－㸲� Functional characterization of enzymes involved in the late steps of ulvan 
degradation 
○Ratna Mondal, Kouhei Ohnishi1 (UGAS, Ehime Univ, 1RIMG, Kochi Univ.)  
 

�

Ulvan is a complex water soluble sulfated polysaccharide in the cell wall of green algae belonging to Genus Ulva. It 
is composed of 3-sulfated rhamnose (Rha3S) and either glucoronic acid (GlcA), iduronic acid (IdoA) or xylose in 
smaller amounts. Bacterial degradation of ulvan is a multistep process and genes responsible for ulvan degradation 
are clustered at polysaccharide utilization locus (PUL). The first step is an endo-cleavage of the E-(1o4)-glycosidic 
bond between Rha3S and GlcA, IdoA or xylose, through E elimination catalyzed by ulvan lyase. We had cloned and 
characterized two ulvan lyase genes belonging to polysaccharide lyase family 24 (PL24), KUL10_22730 and 
KUL10_26790, from Glaciecola sp. KUL10. PUL was found around KUL10_26790. We have searched genes 
responsible for the late steps of ulvan degradation in PUL and found several genes encoding glycoside hydrolases, 
rhamnosidases, and sulfatases. We cloned the candidate genes, expressed in E. coli, and purified with His-tag form 
at C-terminus. When two gene products, KUL10_26540 and KUL10_26770, belonging to GH105 family, were 
reacted with unsaturated oligo-ulvan released by PL24 ulvan lyases with a degree of polymerization higher than 
two, the smaller products were obtained; DP8, DP6, DP4, and DP2 were catalyzed to DP7, DP5, DP3, and DP1, 
respectively. We concluded that KUL10_26540 and KUL10_26770 are β-glucuronyl hydrolase. Four gene products, 
KUL10_26590, KUL10_26600, KUL10_26760, and KUL10_26780, showed a weak rhamnosidase activity, 
indicating they are likely to be involved in further breakdown of oligo-ulvan.  

�
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㹃－㸳�   ンのᶵ⬟ゎᯒ࣓ࢻࢮ࣮レࢡࢾ ᮶ MSH1 C ᮎ➃ GIY-YIG⏤ࢼࢬࢼࢾࣟࢩ
○⨾⃰㒊ள⾰，大ୗ⣫㈗，⚟ 1，ཎ田᫂子 1，▮㔝㈗ே 1，ⰱ内� ㄔ， 
ⱝᯇὈ（㧗▱大㝔・㎰，1大㜰་大・་） 
 

�

【目的】植物࢜ルࢿ࢞ラ࣒ࣀࢤはከくの㓄ิを有しており，その㓄ิ内の┦同であるが全には୍

⮴しない㓄ิ間の⤌え  (homeologous recombination) は，MutS ࣔ࣍ロࢢタンパࢡ㉁である  MutS 
homolog 1 (MSH1) のᶵ⬟不全により増加することで▱られる。しかし，本タンパࢡ㉁の生化学的ᶵ⬟解

ᯒは行ࢃれておらࡎ，このᢚไに㛵するヲ⣽な分子ᶵᵓは不明のままである。本タンパࢡ㉁はミスマࢵ

ドࢮーレࢡࢾ ン，さらに C ᮎ➃に植物 MSH1 に≉ᚩ的な GIY-YIGン，ATPase ド࣓ㄆ㆑ド࣓ࢳ

ド࣓ࢮーレࢡࢾ 来 MSH1 の C ᮎ➃ GIY-YIG⏤ࢼࢬࢼࢾロࢩンを有している。本研究では࣓

ン (AtMSH1 CTD) にࡘいて⤌えタンパࢡ㉁をㄪ〇し，生化学的ᶵ⬟解ᯒを行った。 
【方法・結果】pET-15b/atmsh1 ctd で⭠⳦ Rosetta2(DE3) pLysS をᙧ㉁㌿し，N ᮎ➃ His6 タࢢき 
AtMSH1 CTD を量Ⓨ⌧さ2，ࡏ ✀の࢝ラࢡ࣒ロマトࢢラフィーにより高⣧度で⢭〇した。⢭〇ᶆရを

用いて，ࢤルࢩフトࢭࢵを行ったところ，┦同⤌えのᢚไや促進にാく┿ṇ⣽⳦ MutS2 と同ᵝに，

⤌え中間体に≉ᚩ的な D-loop や Holliday junction など分ᒱ㙐 DNA にᑐしてᙉい結合⬟を有してい

た。しかし，Smr ド࣓ンを有する MutS2 とは異なり，࢚ンドࢡࢾレーࢮάᛶを有していなかった。

GIY-YIG サࣈフミࣜータンパࢡ㉁の中にはࢡࢾレーࢮάᛶのⓎ⌧にのタンパࢡ㉁をᚲ要とするも

のがある。ࡘまり，AtMSH1 においても N ᮎ➃に存在するミスマࢳࢵㄆ㆑ド࣓ンが，GIY-YIG ド࣓

 。ンによる DNA ษ᩿にᚲ㡲であるྍ⬟ᛶが示唆された
�

�

�

㹃－㸴� ᕧ大࢘ルスࡀᣢࡘ R3H ࣓ࢻンྵ᭷᥎ᐃ上ࢡࢾࢯ࢚࢟レࢮ࣮ MIMI_R431 
のᶵ⬟ゎᯒ 
○大ஂಖ⚽ᖹ，大ୗ⣫㈗ 1，⚟ 2，▮㔝㈗ே 2，ⰱ内� ㄔ 1，ⱝᯇὈ 1 
（㧗▱大・㎰，1㧗▱大㝔・㎰，2大㜰་大・་） 

�

【目的】ᕧウルスは数ⓒから数༓もの㑇ఏ子をᣢࡕ，その༙は㏻ᖖのウルスや⣽⬊ᛶ生物には

ぢられない⊂⮬のものである。≉に，異なるド࣓ンから成る⼥合タンパࢡ㉁がከいことで▱られる。

Mimivirus shirakomae ⏤来 MIMI_R431 は中間㡿ᇦに 3’-5’ ࢚キࢡࢾࢯレーࢮド࣓ンとして▱られ

る WRN_exo ド࣓ン，C ᮎ➃には᰾酸結合ド࣓ンとして▱られる R3H ド࣓ンをᣢࡘᕧウル

スに高度に保存されたタンパࢡ㉁である。᪂つ࢚キࢡࢾࢯレーࢮの同定は࢜ࣂテࣀࢡロジーのᐤ

与だけでなく，ᕧウルスの分子レ࣋ルでの理解に⧅がると⪃え，本ᶵ⬟ᮍ▱タンパࢡ㉁の生化学的

ᶵ⬟解ᯒを行った。 
【方法・結果】pET-15b/mimi_r431 で⭠⳦  BL21(DE3) をᙧ㉁㌿し，N ᮎ➃  His6 タࢢき 
MIMI_R431 を量Ⓨ⌧さࡏ，Ni-NTA ࢞ロース，ヒドロキࢩパタト，TOYOPEARL DEAE により

高⣧度で⢭〇した。また R3H ド࣓ンをḞᦆさࡏた R3H_del 変異体も同ᵝの方法で，Ⓨ⌧と⢭〇を行

った。FAM でラ࣋ルしたࢡࢾࢦࣜ࢜レࢳ࢜ドを用いたάᛶ測定を行ったところ，MIMI_R431 は本㙐 
DNA ≉異的な 3’-5’ ࢚キࢡࢾࢯレーࢮであることが解った。୍方で，R3H_del 変異体ではそのάᛶは

ᖜにῶᑡしていた。 
 
 

�
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㹃－㸵� ᕧ大࢘ルス⏤᮶᥎ᐃ上 DNA ミスマࢳࢵಟ㓝⣲ MutS7 の⏕Ꮫⓗᶵ⬟ゎᯒ  
○大ୗ⣫㈗，⨾⃰㒊ள⾰，⚟ 1，▮㔝㈗ே 1，ⰱ内� ㄔ，ⱝᯇὈ 
（㧗▱大㝔・㎰，1大㜰་大・་） 
 

�

【目的】ぼ全ての⣽⬊ᛶ生物は」〇のṇ確度を高めるために，DNA ミスマࢳࢵಟᶵᵓをᣢࡘ。この

⣔で≉に㔜要なのはミスマࢳࢵ塩基をㄆ㆑する MutS1 と࢚ラー㙐のษ᩿を行う MutL である。⯆῝い

ことにᕧウルスにᅛ有の㑇ఏ子⩌の中には，㏻ᖖのウルスがᣢたない MutS1 やのಟ㓝⣲と高

い┦同ᛶを示す㑇ఏ子が存在する。ᕧウルスは MutL をᣢたないが，この MutS1 と高い┦同ᛶを示

す MutS7 が C ᮎ➃に推定上ࢡࢾレーࢮド࣓ン(HNH ド࣓ン)をేࡏᣢࡘことから，ᕧウルス

は⣽⬊ᛶ生物とは異なる᪂つミスマࢳࢵಟᶵᵓをᣢࡘとணされる。本ᶵᵓを明らかにすることはࢤ

ルス研究にもきくᐤ与すると⪃えた。そこで中心的ᙺをᢸうᣢの研究だけでなく，ᕧウ⥔࣒ࣀ

ことがணされる MutS7 に╔目し，まࡎ HNH ド࣓ン，その後全長の生化学的ᶵ⬟解ᯒを行った。 
【方法・結果】N ᮎ➃ ProS2 ⼥合ᆺ HNH ド࣓ンを⭠⳦内で量Ⓨ⌧さ࢝，ࡏラࢡ࣒ロマトࢢラフィ

ーにより高⣧度で⢭〇した。㔝生ᆺと部位≉異的変異体を用いた DNA ษ᩿άᛶ測定より，本ド࣓ンは

ニࢵキン࢚ࢢンドࢡࢾレーࢮάᛶを有していたが，基㉁≉異ᛶは᳨ฟされなかった。N ᮎ➃と C ᮎ➃

をᑡし๐った全長㡿ᇦも N ᮎ➃ ProS2 ⼥合ᆺとして⭠⳦内で量Ⓨ⌧さ࢝，ࡏラࢡ࣒ロマトࢢラフィ

ーにより高⣧度で⢭〇した。ミスマࢳࢵ DNA ࢵトマࢡの結合⬟とษ᩿άᛶは確ㄆされたが，パーフェ

ࢳ DNA との≉異ᛶの差は 10 倍⛬であった。また ATPase άᛶも୍⯡的な MutS タンパࢡ㉁の 10 分の 1

⛬度だった。⌧在は ProS2 をษ᩿した全長㡿ᇦを用いて解ᯒを行っているところである。 
�

�
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㹃－㸶� 㕲◲㯤㓟⣽⳦ Acidithiobacillus ferrooxidans ⏤᮶ Sulfide:Quinone 
oxidoreductase に㛵すࡿ◊✲ 
○ཎ㔛ᘺ，上村୍㞝 1，㔠ᑿᛅⰾ 1（ᒸ山大・㎰，1ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕） 
 

�

【目的】Sulfide:Quinone oxidoreductase（SQR）は，ཎ᰾生物・┿᰾生物を問ࡎࢃᗈく生物⏺に分ᕸし，

にサルフド（S2-）を㟁子౪与体としてキࣀンを㑏ඖする応をゐ፹する。本研究では，ዲ酸ᛶの㕲

◲㯤酸化⣽⳦の୍✀ Acidithiobacillus ferrooxidans の SQR にࡘいて，応速度ㄽ的解ᯒなど，そのᛶ㉁と

生理的ᙺにࡘいて᳨ウを行った。 
【方法・結果】At. ferooxidans 23270 ᰴの全࣒ࣀࢤデータから SQR をࢥードすると推定される㑇ఏ子

（AFE_1792）をぢฟし，デࢨンしたࣉラマーと本⳦の࣒ࣀࢤ DNA を㗪ᆺとして PCR を行い，目的

㑇ఏ子 Af-sqr を༢㞳した。この㑇ఏ子をࣉラスミドࢡ࣋ター pET21a に⤌㎸み，⤌えⓎ⌧ࢡ࣋ターを

ᵓ⠏した。このࣉラスミドで⭠⳦ BL21(DE3)ᰴをᙧ㉁㌿し，⤌えᆺ Af-Sqr の量ྲྀ得をヨみた。

その結果，⤌えᆺ Af-Sqr のከくは不⁐ᛶであったが，୍部はྍ⁐ᛶ⏬分から⋓得され，そこから高い

SQR άᛶが᳨ฟされた。⤌㎸んだ Af-sqr 㑇ఏ子にはヒスࢳジンタࢢのࢥドンを加しているため，⤌

えᆺ Af-Sqr はフィニティ࢝ラ࣒によって⢭〇された。得られた Af-Sqr にࡘいてはキࣀンの㑏ඖάᛶ，

および◲化水⣲の酸化άᛶを測定し，SQR のάᛶとしてそれぞれの応速度ㄽ的解ᯒを行った。本㓝⣲

のサルフド，およびキࣀンにᑐしミ࢚ࣜ࢝ス-࣓ンテンの式にᚑい，それぞれの Km ್はサルフ

ドにᑐして 31ȣM，キࣀンにᑐして 87ȣM と⟬ฟされた。⌧在，At. ferooxidans を౯㕲，◲㯤，࢜ࢳ

◲酸，テトラ࢜ࢳン酸と異なる生育基㉁で培㣴し，本㓝⣲㑇ఏ子Ⓨ⌧の影響をㄪている。 
�
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㹃－㸷� Biochemical and physiological properties of the two type-II NADH 
dehydrogenases of Gluconobacter oxydans NBRC3293� � � ○Feronika Heppy 
Sriherfyna, Shoko Emoto, Minenosuke Matsutani, Hisashi Koike, Naoya Kataoka, 
Tetsuo Yamashita1, Eiko Nakamaru-Ogiso2, Kazunobu Matsushita, Toshiharu 
Yakushi (Yamaguchi Univ., 1Kagawa Univ., 2Univ. Pennsylvania) 

�

One of advantageous microorganisms in a broad range of biotechnological applications, Gluconobacter oxydans, an 
obligate aerobe, and used in oxidative biotransformation to produce L-sorbose, 2-ketogluconic acids, or 
dihydroxyacetone. This microorganism is a member of acetic acid bacteria and uses pentose phosphate pathway or 
Entner–Doudoroff pathway as the central metabolism due to a deficiency of enzyme in Embdem-Myerehof-Parnas 
pathway. Oxidation of NADH but also NADPH is most likely important for the central metabolism. G. oxydans 
strain 621H that has only one type-II NADH dehydrogenase (NDH2) shows poorer growth than the strain 
DSM3504 that possesses two phylogenetically distinct NDH2s. These were tentatively named general NDH2 
(gNDH2) and specific NDH2 (sNDH2). Transduction of the gene for sNDH2 to G. oxydans 621H has been shown 
to improve its poor growth (Kostner et al., 2014). Like the strain DSM3504, G. oxydans strain NBRC3293 
possesses both gNDH2 and sNDH2. Here, we compared substrate specificity of the two NDH2s by constructing 
recombinant Escherichia coli strain that solely expresses either NDH2. The recombinant gNDH2 showed a strict 
specificity on NADH, but sNDH2 oxidized NADPH as well as NADH. We constructed an NBRC3293 derivative 
defective in the gene for sNDH2 to investigate the growth behavior. This mutant strain showed less growth in 
mannitol medium than wild type.  

�

�
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㹃－��� ᚤ⏕≀⏤᮶ࢳࢭルࣜࢥン࢚スࡀࢮ࣮ࣛࢸゐ፹すࢳࢭࡿルᛂにࡿࡅ࠾ᇶ

㉁ㄆ㆑ 
○上� ᑦ，⨾⸨博 1，ΎỈඞᙪ 2，᭷㤿ᮁ 1 
（㫽ྲྀ大㝔・㎰，1㫽ྲྀ大・㎰，2㫽ྲྀ大・CoRE） 

�

【目的】ࢳࢭルࣜࢥン࢚ステラーࢮ（AChE）はάᛶ中心に Ser ṧ基をᣢࢳࢭ，ࡕルࣜࢥン（ACh）
を㓑酸とࣜࢥン加水分解する応をゐ፹する。ᡃ々はこれまでに，Pseudomonas aeruginosa PAO1 ᰴか

ら AChE（Pa-AChE）をぢฟし，本㓝⣲が応として，ACh をᮦᩱとしてミࣀ基や水酸基のࢳࢭル

化応をゐ፹することを明らかにした。また， ACh よりᏳ౯な㓑酸ࢳ࢚ル（EtOAc）もࢳࢭル౪与体

として用できることも確ㄆされたことから，本研究ではࢳࢭル౪与体と受ᐜ体の⤌合ࡏの㐪いによ

る Pa-AChE のࢳࢭル化応の影響をホ౯した。 
【方法・結果】ࢳࢭル受ᐜ体として 1,6-Diaminohexane（1,6-DAH）と 6-Amino-1-hexanol（6-A-1-H），

ル౪与体としてࢳࢭ ACh と EtOAc を㑅ᢥし，ྛ⤌合ࡏでの Pa-AChE によるࢳࢭル化応をホ౯し

た。その結果，ࢳࢭル化された 1,6-DAH 量は ACh よりも EtOAc を౪与体とした場合がከく，ᑐ照的

に，ࢳࢭル化 6-A-1-H は ACh を౪与体とした場合でよりከく合成された。またࢳࢭル受ᐜ体にᑐす

る Km್は，ACh を౪与体として用いた場合，1,6-DAH よりも 6-A-1-H の方がపくなり，EtOAc をࢳࢭ

ル౪与体として用いると，㏫の結果が得られた。᭦には，pH のάᛶの影響もྛ受ᐜ体で異なったࣉロ

フルが示された。以上の結果から，ミࣀ基のࢳࢭル化には EtOAc，水酸基のࢳࢭル化には ACh
を౪与体として用することで，より効⋡的なࢳࢭル化応をゐ፹できることが示唆された。 
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㹃－��� Cellulosimicrobium sp. NTK2 ⏤᮶ࢳ࢟ン⤖ྜタンパࢡ㉁にࡿࡼᵝ々࣮ࢼࢳ࢟࡞

 のຠᯝάᛶࢮ
○ோᮌ大㍜，ᮾ谷Ὧ㔛 1，㛗田ᬕᏘ 1，⨾⸨博 1，ΎỈඞᙪ 2，᭷㤿ᮁ 1 

（㫽ྲྀ大㝔・㎰，1㫽ྲྀ大・㎰，2㫽ྲྀ大・CoRE） 
�

【目的】キࢳンは生理άᛶ物㉁の生⏘やḟୡ௦࢜ࣂマス㈨源としての用に期ᚅされているが，その

ᙉᅛなᵓ㐀から㞴分解ᛶを示し，分解には⦾㞧なᕤ⛬や⎔ቃの㈇Ⲵが問題とされている。これらの問

題をᨵၿするため，㓝⣲によるキࢳン分解がヨみられているが，効⋡がᝏく，ᮍだᕤᴗ用に⮳ってい

ない。ᡃ々はこれまでに，࢝ニẆやᗫ⳦ᗋの⇍ሁ⫧から，高いキࢳン分解⬟をᣢࡘᨺ⥺⳦，

Cellulosimicrobium sp. NTK2（NTK2 ᰴ）を༢㞳した。本⳦はキࢳン存在下での培㣴で， Chitin-binding protein
（CBP）をከく⳦体እに分Ἢする。本研究では，CBP のᶵ⬟とキࢳン分解との㛵㐃を解き明かすため，

異✀Ⓨ⌧⣔をᵓ⠏し，ᵝ々なキࢼࢳーࢮのάᛶにᑐする CBP のῧ加効果をㄪた。 
【方法及び結果】NTK2 ᰴの࣒ࣀࢤ報から，2 ✀の CBP と 8 ✀のキࢼࢳーࢮをࣉࢵࢡࢵࣆし，それ

ぞれの⤌えタンパࢡ㉁をᵓ⠏するとඹに， CBP のキࢼࢳーࢮάᛶの影響を⥙⨶的に解ᯒした。キࢳ

ンࢦࣜ࢜糖分解άᛶにᑐする CBP ῧ加効果をㄪた結果，いくࡘかのキࢼࢳーࢮにおいて，ルࣜ࢝᮲

௳下（pH9.0）でのキࢳンࢦࣜ࢜糖分解速度の向上がほᐹされた。また，水⁐ᛶキࢳンを基㉁としたࢨ

をᑐ㇟に，より結ᬗᛶキࢮーࢼࢳラフィーにおいても，同ᵝの効果がほᐹされた。⌧在，ᵝ々なキࢢࣔ

ンに近い基㉁でのࢳ CBP ῧ加の影響をㄪている。 
 
 

�

�

�
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㹄－１� ฟⱆ㓝ẕのᑑไᚚに㛵ࡿࢃ Ssg1のᶵ⬟ゎᯒ 
○┈村司，㔠᐀Ⰻ 1，ஂ米୍つ，Ỉṇᶞ（ᗈ島大㝔・ඛ➃≀㉁，1㓇⥲◊） 

 
 

�

【目的】࣓࢜ࢳニン௦ㅰ⤒㊰において，S-デࢩࣀル࣓࢜ࢳニン(SAM)は，生体内の要な࣓ࢳル基౪与

体としてᵝ々な物㉁の࣓ࢳル化応に用される。SAM は࣓ࢳル基を౪与後，S-デࢩࣀルࢩࣔ࣍ステ

ン(SAH)となり，SAH は SAM の࣓ࢳル化応を➇合的に㜼ᐖするため，SAH 水解㓝⣲ SAH1 によって

速やかに分解される。ᡃ々は，SAH1 㑇ఏ子に変異を有する sah1 変異ᰴをྲྀ得し，㢧ⴭな増Ṫ㐜ᘏと▷

を示すことをぢฟした。そこで，sah1 変異ᰴの増Ṫ㐜ᘏのᢚᅽをᣦᶆにスࣜࢡーニンࢢを行い，その

ᢚᅽ変異ᰴ SSG1 (Spontaneous Suppressor of Growth-delay in the sah1)をྲྀ得した。期ᚅ㏻り，SSG1 ༢⊂変

異ᰴは⤒時的ᑑがᘏ長し，㔝生ᰴに比て SAM および SAH を高✚することが分かった。このこと

から，Ssg1 は SAM/SAH が㛵ࢃる᪂つᑑᘏ長ᅉ子であるとணし，そのᶵ⬟の解明を目的とした。 
【方法・結果】Ssg1 の N ᮎ➃に EGFP を⼥合したᰴをᵓ⠏し，そのᒁ在をほᐹした結果，Ssg1 はᾮ⬊⭷

にᒁ在した。さらに，SSG1 変異ᰴはᾮ⬊内に SAM および SAH を高✚した。また，SSG1 はࣉロトン

濃度໙㓄を用して⸆やẘ物をฟするトランス࣏ーターである MATE family と┦同な㓄ิをᣢって

いることから SAM および SAH をᾮ⬊に㐠ࡪことでᑑᘏ長しているとணした。そこで，ᾮ⬊ᆺ ATPase

サࣘࣈニࢵト VMA2 を◚ቯしたところ，SSG1 変異ᰴは SAM および SAH の✚量がᾘኻし，▷となっ

た。このことから，SSG1 変異ᰴのᑑᘏ長にはᾮ⬊の酸ᛶ化が㔜要であることがணされた。 
 

�

�

�

㹄－２� ᚤ⣽⸴㢮࣮ࣘࢢレࢼの࣡ࢡࢵス࢚スࢸルⓎ㓝ไᚚᅉ子WSRKのྠᐃ 
○▼ౡᶞ，ᮌ村光ᏹ，ᑠ川㈗ኸ，田㝯，᳃� 大 1,2，▼川Ꮥ博 

（島᰿大・⏕㈨⛉，1᠕大・ඛ➃⏕◊，2᠕大・ᨻ⟇࣓ࢹ） 
 

�

微⣽⸴㢮ࣘーࢢレࢼ（Euglena gracilis）は，᎘Ẽ᮲௳下において㈓ⶶከ糖パラミロン（ș-1,3-ࢢル࢝ン）

をࢢルࢥース༢位に分解した後，࣡ࢡࢵス࢚ステルⓎ㓝によりミࣜスࢳルミࣜスࢳン酸（C28）を成分

とする࣡ࢡࢵス࢚ステルを生⏘する。ᡃ々はこれまでに，᎘Ẽに応⟅した࣡ࢡࢵス࢚ステルⓎ㓝ไᚚに

はࣜン酸化による⩻ヂಟ㣭が㔜要であることを明らかにした上で，ࣜン酸化ࣉロテ࢜ー࣒解ᯒを実し，

᎘Ẽ᮲௳に応⟅してࣜン酸化レ࣋ルが有意に変ືする 26 ✀㢮のࣉロテンキࢼーࢮを㑅ᢤしてきた。そ

こで今ᅇ，これらࣉロテンキࢼーࢮೃ⿵の中から࣡ࢡࢵス࢚ステルⓎ㓝ไᚚに㛵ࢃるキࢼーࢮの同定

をヨみた。 
ೃ⿵にᑐして本㙐ࢮーࢼンキロテࣉྛ RNA（dsRNA）を合成した後，࢚レࢡトロ࣏レーࣙࢩンに

よりྛ々の㑇ఏ子ࢲࢡࢵࣀウン（KD）ࣘーࢢレࢼ⣽⬊をసฟした。ྛ KD ⣽⬊における᎘Ẽ処理後の࣡

ࢮーࢼンキロテࣉのࡘ୍，ステル合成におよぼす影響を᳨ウした結果࢚スࢡࢵ KD ⣽⬊において࣡ࢵ

をࢮーࢼンキロテࣉステルの✚がⴭしくᢚไされていたことから，この࢚スࢡ WSRK（Wax ester 

Synthesis Regulation Kinase）とྡした。ᚑᒓᰤ㣴᮲௳下定ᖖ期まで培㣴した WSRK_KD ⣽⬊を᎘Ẽ 24

時間処理し，ྛ✀௦ㅰ物を測定した結果，Mock ントロールと比㍑してパラミロンの✚および分解にࢥ

は影響がぢられなかったが，᎘Ẽ処理後の C12㹼C15 までのྛ✀⬡⫫酸の✚が㢧ⴭにᢚไされていたこ

とから，WSRK はパラミロン分解以㝆⬡⫫酸合成に⮳る⤒㊰のไᚚに㛵与していることが示唆された。 
�
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㹄－㸱� ᾏᗏୗᚤ⏕≀㑇ఏ子ࢆᑐ㇟ࡓࡋᇶ㉁ㄏᑟᛶ㑇ఏ子Ⓨ⌧ゎᯒἲ（SIGEX）にࡿࡼ

ᇶ㉁ᛂ⟅ゎᯒ� � � ○⁁ῲ᪩⣖，ⱝᯇὈ，᳃⃝㧗⮳，す川奈 1，ᑎ田Ṋᚿ 2，�

✄ᇉ史⏕ 3，ⰱ内� ㄔ，ㅖ㔝♸ᶞ 3（㧗▱大㝔・㎰，1㧗▱大・ᅵబࣟࣉࡅࡀࡁࡉ

�（ࢥ▱パン，3JAMSTEC・㧗ࣕࢪࢡ2マࣜン࣮࣡，࣒ࣛࢢ

�

【目的】⌧在，つᶍࢩー࢚ࢡンス技術がⓎ㐩し，生をᙧసる塩基㓄ิ報は⭾に得られる時௦に

ある。୍方で㓄ิからのᶵ⬟推測は᪤▱㓄ิとの㢮ఝᛶによる᥈⣴によるところがきく，ORF 㑇ఏ子

の 30% 以上はᶵ⬟が不明など，౫↛としてᶵ⬟ᮍ▱㑇ఏ子㓄ิがከく存在する。そこで㑇ఏ子Ⓨ⌧応⟅

を㘽としてᶵ⬟ᛶ㑇ఏ子᩿∦を㔮り上ࡆる Substrate Induced Gene Expression method (SIGEX 法) を用い

て，ᮍ▱㑇ఏ子のᶵ⬟≉定を目ᣦした。ᮍ▱微生物⩌が༙をᵓ成するᾏᗏ下生ᅪをᑐ㇟とし，ᾏᗏ

下ᆅᒙ⎔ቃを௦⾲する物㉁にᑐする基㉁応⟅解ᯒを行った。 
【方法・結果】᪥本ᾏ上㉺Ἀ⯟ᾏ NT13-15 にてᾏᗏ下 0-10 cm，10-20 cm，20-30 cm から採ྲྀされたሁ

✚物を用いて，evoglow をレ࣏ーター㑇ఏ子としたそれぞれ総ᤄධ㑇ఏ子᩿∦長 >2Gbp の SIGEX ラ

，࣒トࣜウࢼ㓑酸，࣒トࣜウࢼ酸ࢠ，ラࣜーをస〇した。その後᎘Ẽ᮲௳下୪びにዲẼ᮲௳下で࣓タンࣈ

D-ミࣀ酸などの基㉁を用い，Ⓨ⌧誘導を行った。3 ✀のラࣈラࣜーともዲẼ᮲௳下では㢧ⴭな応⟅

を示さなかった。ᑐ照的に᎘Ẽ᮲௳下では，数✀の D-ミࣀ酸にᑐし >0.1%，ࢠ酸ࢼトࣜウ࣒，㓑酸ࢼ

トࣜウ࣒，࣓ タンにᑐし >0.2% の応⟅を示した。また，3 ✀のラࣈラࣜー間で応⟅を示す基㉁に⤫୍

ᛶはみられなかった。このことはᾏᗏ下からの῝さの㐪いによりᆅᒙ⎔ቃがきく異なり，ᾏᗏ下微生

物がᰤ㣴源とする物㉁の≉異ᛶに㐪いがみられたためではないかと⪃えられる。 
 

�

�

�

㹄－㸲� ᙧ㉁㌿ࡓࡋ⏝ࢆࢀࡑࡧの㑇ఏ子㌿ㄪ⠇㡿ᇦのྲྀᚓ及ࡽ⸴⌛ᮍ▱の࣒ࣀࢤ

⏝ࢡ࣋タ࣮のᵓ⠏ 
○ⓑ▼ᖾ㡢，田村� 㝯，✄ᇉ㈼，┿山ⱱᶞ 1，᰿ᮏ理子 

（ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕，1ᮾிᏛⱁ大・ᩍ⫱） 
�

【目的】⌛⸴の⿕Ẇは，࢝ࣜࢩ(SiO2)を成分としており，」㞧で✀≉異的な 3 ḟඖࣀࢼ・マࢡロパタ

ーンᵓ㐀を有している。⌛⸴による⿕Ẇᙧ成ᶵᵓを解明できれࡤ，᪂しいࢭラミࢡࢵスᮦᩱの合成に応

用できるྍ⬟ᛶがある。ᡃ々は，異なる微⣽ᵓ㐀の⿕Ẇをᣢࡘ⌛⸴の比㍑解ᯒから，そのᵓ㐀ไᚚᅉ子

の解明を目ᣦす研究を行っている。⌛⸴は⭾な✀数をᣢࡘにもかかࢃら࣒ࣀࢤ，ࡎ解ᯒ及び㑇ఏ子⤌

え技術の確立が報告されている✀はࡈくࡎࢃかである。よりከくの✀で解ᯒを進めるために，本研究

では，࣒ࣀࢤがᮍ解ㄞの⌛⸴✀から㑇ఏ子㌿ㄪ⠇㡿ᇦをྲྀ得し，これを用してᙧ㉁㌿を行う実験

をヨみた。【方法】」数の⌛⸴の᪤▱ fucoxanthin chlorophyll a/c-binding protein(fcp)㑇ఏ子㓄ิをཧ⪃にタ

計したࣉラマーを用いて，ᑐ㇟の⌛⸴の࣒ࣀࢤ中から FCP 㑇ఏ子を増ᖜした。得られた㓄ิが㌿さ

れていることを RT-PCR によって確ㄆし，この㑇ఏ子の上ὶ 500 bp を推定ࣉロࣔーター，下ὶ 300 bp を

推定ターミࢿーターとした。上グの DNA ᩿∦を用いて，ࢩ࢜ࢮン⪏ᛶ㑇ఏ子(Sh ble)またはࣀー࢜ࢭスࣜ

ン⪏ᛶ㑇ఏ子(nat)とࢩ GFP 㑇ఏ子をⓎ⌧するᙧ㉁㌿用ࢡ࣋ターをᵓ⠏した。このࢡ࣋ターをパーティ

ンにより⸴体に導ධした。【結果・⪃ᐹ】Nitzschia palea࢞ルࢡ ⏤来の推定ࣉロࣔーターを用いてᵓ⠏し

たࢡ࣋ターpNpfcp-ble は，」数✀の⩚状目⌛⸴のᙧ㉁㌿に用できることが示された。この推定ࣉロࣔ

ーター㡿ᇦの㓄ิにࡘいて, ⌧在ヲ⣽に解ᯒ中である。本研究で得られた成果は，࣒ࣀࢤᮍ▱の⌛⸴にお

ける㑇ఏ子⤌え技術の確立のためにᙺ立ࡘことが期ᚅされる。 
�
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㹄－㸳� ᨺ⥺⳦ Streptomyces incarnatus のストレスᛂ⟅にࡿࡅ࠾㌿ゎᯒ 
○୰島భ㔛子，᰿ᮏ理子，✄ᇉ㈼，田村� 㝯（ᒸ山大㝔・⎔ቃ⏕） 
 
 

�

【目的】ᨺ⥺⳦のᢠ生物㉁生⏘の促進のために，㌿ᅉ子やࣉロࣔーターの解ᯒなどがྲྀり⤌まれてき

た。近年，⿵㓝⣲を要求する௦ㅰ⣔㓝⣲は，立体ᵓ㐀のᙧ成や⥔ᣢに分子࣌ࣕࢩロンなどのရ㉁⟶理ࢩ

ステ࣒にᙉく౫存することが解明されࡘࡘある。本研究では,᰾酸⣔ᢠ生物㉁ࢿࢩフンࢠンを生⏘する

Streptomyces incarnatus に酸ᛶストレス，⇕ࢡࢵࣙࢩなどのストレスを与えࢿࢩフンࢠン増⏘効果を᳨ウ

した。また，本⳦のドラフト࣒ࣀࢤ解ᯒ報から同定されている groES, groEL, dnaK, dnaJ などのရ㉁⟶

理ࢩステ࣒のࣔ࣍ロࢢ㑇ఏ子⩌の㌿解ᯒを行い，ストレスの応⟅Ⓨ⌧にࡘいてㄪた。【方法】ᨺ⥺

⳦ S. incarnatus をᾮ体培ᆅで培㣴し，培㣴上Ύのࢿࢩフンࢠン生⏘量を HPLC を用いて測定した。HCl
または NaOH を用いて培ᆅ pH を 4.0, 6.0, 8.0 にㄪ〇して，培ᆅ pH のࢿࢩフンࢠン生⏘の影響を᳨ウし

た。⇕ストレス᮲௳は本培㣴㛤ጞより 24 時間を 40℃で培㣴し，以㝆 30℃で培㣴した。そして，qRT-PCR
法によりストレス᮲௳下での groEL, groES, dnaK, dnaJ のⓎ⌧量を測定した。【結果と⪃ᐹ】中ᛶ，塩基ᛶ

培ᆅと比㍑して酸ᛶ培ᆅでのࢿࢩフンࢠン生⏘量が高かった。また，⇕ストレス᮲௳ではࢥントロール

と比㍑して⣙ 3 倍高生⏘であった。㌿解ᯒの結果，酸，⇕ストレス᮲௳において groEL, groES は培㣴

ึ期のみࢥントロールより高Ⓨ⌧となったが，dnaK, dnaJ はᢠ生物㉁が盛んに生⏘される期間においても

高Ⓨ⌧であり，dnaK ロンの高Ⓨ⌧がᢠ生物㉁生合成㓝⣲⩌のᏳ定✌ാにᐤ与しているྍ⬟ᛶが示唆࣌࢜

された。 
�

�
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㹄－㸴� ᨺ⥺⳦ Streptomyces rochei ḟ௦ㅰไᚚ⣔のゎᯒ 
○ぢᓮ⿱ஓ，ᒾᅧ⨾⏤Ꮨ，㧗ᶫ� ㆡ，㕥ᮌᩄᘯ，ᮌ㝧ᗣ，Ⲩ川㈼�

（ᗈ島大㝔・ඛ➃≀㉁）�

 
�

� �ᨺ⥺⳦ Streptomyces rochei 7434AN4 ᰴのᣢࡘ⥺状ࣉラスミド pSLA2-L 上には，ࢳࢣ࣏ࣜドᢠ生物㉁

Lankacidin(LC)・Lankamycin(LM)の生合成㑇ఏ子ࢡラスターがࢥードされている。LC・LM の生⏘は tetR
ᆺᢚไ㑇ఏ子�srrA, srrB�，SARP ᆺάᛶ化㑇ఏ子�srrY, srrZ�，さらにࢼࢢࢩル分子 SRB の生合成㑇ఏ子

srrX など，」数のไᚚ㑇ఏ子によりไᚚされている。本研究では，ḟ௦ㅰ生合成ไᚚ⣔の理解を目ᣦ

した。�

� ࢡサータンパࢵレࣉࣜ SrrB は，高い pI ್を有するࢼࢢࢩルఏ㐩分子受ᐜ体フミࣜーにᒓしており，

Streptomyces virginiae（ࣂージニマࢩン生⏘⳦）のࣂージニマࢩン生⏘ᢚไタンパࢡ BarB など

と同ᵝに，ᢠ生物㉁生⏘を㈇にไᚚするᙺをᣢࡘ。そこで，srrB がᢠ生物㉁生⏘に与える影響をㄪ

るため，ぶᰴ，ǼsrrB ᰴ，ǼsrrAsrrB を培㣴し，㓑酸ࢳ࢚ルを用いてᢳฟを行なった。㓑酸ࢳ࢚ルᢳฟ物

を HPLC に౪し，LC 生⏘量を比㍑したところ，ǼsrrB ᰴ，ǼsrrAsrrB ᰴඹに 5 倍以上も高生⏘していた。

㌿⏘物のⓎ⌧解ᯒを行ったところ，ぶᰴでは srrY のⓎ⌧が 48 時間で終結していた。୍方，ǼsrrB ᰴで

は srrY のⓎ⌧が 72 時間に⮳るまで⥅⥆していることが明らかになった。また，ぶᰴ，ǼsrrB ᰴおよびǼ

srrAǼsrrB ᰴでは生育に差異がないことをぢฟしている。このことから srrB は培㣴後期における srrY の

㌿ᢚไをᢸっていることが示唆された。�

 
�
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㹄－㸵� ᨺ⥺⳦Streptomyces rocheiのࢼࢢࢩルศ子SRBの⏕ྜᡂに㛵すࡿ㑏ඖ㓝⣲㑇

ఏ子 srrG のᶵ⬟ゎᯒ 
○ᡭ島愛子，ㅰ� 㯇，Ἑཎᘯᖾ，Ⲩ川㈼（ᗈ島大㝔・ඛ➃≀㉁） 
 

�

【目的】Streptomyces rochei はᢠ生物㉁ラン࢝サジン（LC）およびラン࢝マࢩン（LM）を生⏘し，

それらの生合成はࢼࢢࢩル分子 Streptomyces rochei butenolide（SRB）によってཝ密にไᚚされている。当

研究ᐊではこれまでに SRB1 および SRB2 の化学ᵓ㐀をỴ定しており，⌧在は S. rochei の SRB 合成㑇ఏ

子 srrX 近ഐにࢥードされていた㑇ఏ子から推定した生合成⤒㊰をඖに，生合成⤒㊰の解明を目ᣦしてい

る。これまでに srrO (P450 が(ࢮーࢼࢤࢩキ࢜ࣀࣔ 6̓位の酸化応に㛵与することを明らかにしている。

今ᅇは srrG（㑏ඖ㓝⣲㑇ఏ子）の解ᯒを行った。 
【方法・結果】srrG は，SRB 生合成において C-1’位ࢣトンの㑏ඖに㛵与すると⪃えられ，㑇ఏ子◚ቯに

よりᢠ生物㉁生⏘がᾘኻしたことから，本㑇ఏ子⏘物の SRB 生合成の㛵与が示唆された。ǼsrrG ᰴと

ǼsrrX ᰴのඹ培㣴でᢠ生物㉁生⏘がᅇしたことから，中間体の存在が示唆されたため SRB 中間体のྲྀ

得をヨみたが，本ᰴの௦ㅰ⏘物はǼsrrX ᰴにῧ加してもᢠ生物㉁生⏘のᅇがぢられなかった。このこ

とから，中間体のᵓ㐀が不Ᏻ定であることが示唆された。ḟに，HPLC によりぶᰴとの௦ㅰ⏘物の比㍑を

行ったところ，いくࡘかぶᰴにはぢられないࣆーࢡが確ㄆされた。⌧在，✚がぢられた௦ㅰ⏘物の解

ᯒを行っている。本Ⓨ⾲ではこれらの結果を報告する。 
 
 

�

�

�

㹄－㸶� Streptomyces cinnamoneus  ᭷⏝㓝⣲の᥈⣴ࡓࡋ⏝ࢆሗ࣒ࣀࢤ
ᮾᾏᙲኴ，ᆅ⨾ᮡ 1，○⏿୰၏史（ᒸ山⏕≀◊，1神ᡞ大㝔・⛉ᢏ࣋ࣀ） 
 
 

�

【⫼ᬒと目的】ᨺ⥺⳦は，さまࡊまなタンパࢡ㉁を⳦体እに分Ἢすることが▱られ，タンパࢡ㉁生⏘の

有用ᐟとして，近年ὀ目されࡘࡘある。しかしながら，ᨺ⥺⳦によるタンパࢡ㉁⳦体እⓎ⌧に㛵して

の報告はᑡない。ᡃ々は，Streptomyces cinnamonues TH-2 ᰴ⏤来㔠ᒓࣉロテーࢮ（SCMP）のࣉロࣔ

ーターを用したᨺ⥺⳦ᙉⓎ⌧ࢡ࣋ター(pTONA6)を㛤Ⓨした。これを用し，㑇ఏ子源として，Ᏻ全で

あるᒓ✀としてཌປ┬でㄆྍされている S. cinnamonues ᰴ࣒ࣀࢤ報を用した有用㓝⣲の᥈⣴を行っ

ている。本Ⓨ⾲では，ᡃ々が㛤Ⓨしたᨺ⥺⳦Ⓨ⌧⣔を用して，㣗ရの㣗ឤᨵၿにᙺ立ࡘ㓝⣲トランス

 。の᥈⣴を目的としている(TGase)ࢮーࢼルタミࢢ
【結果と⪃ᐹ】S. cinnamoneus NBRC13864 ᰴから，࣒ࣀࢤ DNA をㄪᩚし，MiniON ࢜）ンサー࢚ࢡーࢩ

㓄ิを得た。市販ရである࣒ࣀࢤロジー♫〇）により，ドラフトࣀࢡテ・࣏ࣀࢼード࢛スフࢡࢵ S. 
mobaraensis NBRC13819 ᰴ⏤来 TGase（SMTG）㑇ఏ子の┦同㓄ิ᳨⣴を行い，S. cinnamoneus NBRC13864
ᰴ⏤来 TGase（SCTG）㑇ఏ子報を得た。SCTG，SMTG 㑇ఏ子をᤄධしたⓎ⌧ࢡ࣋ターをస成し，S.lividans 
1326 ᰴにᙧ㉁㌿した。培㣴上Ύの SDS-PAGE を行った結果，2%ࢭࣜࢢロール，0.8%K2HPO4, 
0.05%MgSO4㺃7H2O, 0.5%ࣉ࣏࣌ࣜトン, 0.5%㓝ẕ࢚キスを含ࡴ培ᆅで，5 ᪥間培㣴を行った上Ύにおいて，

成⇍㓝⣲のみのࣂンドをㄆめた。培㣴上Ύを㝜࢜ン体による⡆᫆⢭〇を行い，ࢩルドࢼーとし

て Z-Gln-Gly を用い比㍑᳨ウした。 
�
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㹄－㸷�  ルࢤࣀ࢞ル࢜ス࣮࣋ンࢪȜ࣏ࣜࣜ
○Ṋ田㞙ᖹ，ⓑ米ඃ୍，ⰱ内� ㄔ（㧗▱大・㎰）�

 
 

�

【目的】ᨺ⥺⳦のసりฟす࣏ࣜ İࣜジン（PEL）はࢼロン㸴と同㉁の㙐ᵓ㐀とミࣀ基ഃ㙐をあࡏࢃ

ᣢった（にのない）ハࢵࣜࣈドᆺ࣏ࣜマーとみなすことができる。そのため，ᶵ⬟ᮦᩱとしての

᪂たなྍ⬟ᛶを⛎めた有ᮃ⣲ᮦとしてὀ目されている。当研究ᐊでは，にඛ㥑けて࢜ルࢤࣀ࢞ル化に

成ຌした。実㝿，ࢡロロ࣍ル࣒をⰋዲな分ᩓ፹としてࢤルになることが分かっている。࢜ルࢤࣀ࢞ルは

ඛ➃⏘ᴗ的な࡙ࣔࣀくりにḞかࡏないᮦᩱになってきているが，࢜ルࢤࣀ࢞ルの研究はⓎᒎ㏵上であり，

るを得ない状況が⥆いている。今ᅇ，本ࡊル㛤Ⓨを▼Ἔ化学に㢗らࢤ PEL࣋ース࢜ルࢤࣀ࢞ルのᛶ㉁に

 。る上で㔜要となる基┙的報まで得られたので報告するࡏルᛶをⓎさࢤいてゐれる。さらに，本ࡘ
【方法・結果】࢜ルࢤࣀ࢞ルの㛤Ⓨには，当研究ᐊで⪃された࢜ࠕンࢥンࣉレࢡࢵス化法ࠖが有効

であった。水⁐ᛶ PELに⪏水ࣉラスࢡࢵࢳとしての物ᛶを与えるには，PELのミࣀ基ഃ㙐の࢜ࢳ࢝ン

化とᑐ㟁Ⲵをもࡘパートࢼー分子の᥈⣴が㔜要な課題であった。本研究では，㟁子ぶຊのきい◲酸

基をഛえたラウࣜル◲酸 Na（SDS），スルࢥ࣍ハࢡ酸ジࢳࢡ࢜ル（DSS），ࣜࢢニンスル࣍ン酸 Na（LAS）
に╔目した。✀々᳨ウの結果，࢜ルࢤࣀ࢞ルとしてのᛶ⬟に㐺うパートࢼー分子としては SDSが᭱㐺で

あることがุ明した。㐺用分ᩓ፹にࡘいても⢭ᰝした。分ᯒ結果は୍⯡的なࢤル化๎にはᚑࢃないもの

であったが，୍方でࢡロロ࣍ル࣒を含ࡴ含ハロ⣔⁐が分ᩓ፹になるという⯆῝いഴ向もㄆめられた。 
�

�

�

�

㹄－��� ㉸ዲሷ࣮࢟の࣏ࣜ-Ț-ࢢルタミン㓟ྜᡂ㑇ఏ子 
○ᕥ々⋹奈，బ⸨ࡳࡺ࠶，⚟Ọ� 愛，ⓑ米ඃ୍，ⰱ内� ㄔ（㧗▱大・㎰） 
 
 

�

【目的】࣏ࣜ-Ț-ࢢルタミン酸（PGA）は，生分解ᛶをഛえたኳ↛高分子でありながら，化成ࢼロンと

同୍の㙐ᵓ㐀とࣜࢡ࣏ࣜル酸㢮ఝのഃ㙐࿘ᅖᵓ㐀をあࡏࢃᣢࡘ，ハࢵࣜࣈドᮦᩱとしてぢなすこ

とができる。PGAは⣡㇋の⣒の成分としてᗈく▱られているが，⣡㇋⳦のにも PGAを生⏘する微生

物として，ᴟ㝈⎔ቃ微生物である㉸ዲ塩ーキ Natrialba aegyptiaca が存在する。⣡㇋⳦ PGAとは異な

りࣔ࣍ Lᆺ PGAを生⏘する。そのඃれた立体つ๎ᛶをάかした᪂⏘ᴗ応用が期ᚅされている。当研究ᐊ

では N.aegyptiaca の PGA合成㑇ఏ子（౽ᐅ上，plgA/plgB と呼ࡪ）の同定に成ຌした。今ᅇ，この᪂ወ合

成ࢩステ࣒に╔目し，ྛ㑇ఏ子のᵓ㐀的≉ᚩ・ᶵ⬟に㛵する研究を行なったので報告する。 
【方法・結果】ྲྀ得した࣌࢜ロンを PGA合成࣌࢜ロン（pgs）と比㍑した。結果，᪤▱の pgs ロンが࣌࢜

ロンはᴟめて༢⣧なᵓ成であるとの結ㄽに⮳った。ɔ࣌࢜のᵓ㐀㑇ఏ子からなるのにᑐし，この᪂ࡘ4 㐀

ண測ࣔデルによる┦同ᛶ分ᯒを実したところ，PlgB はーキには存在しないはࡎのࢳࣉ࣌ド࢝ࣜࢢ

ンを合成する㓝⣲⩌との㢮ఝᛶがぢられる୍方，PlgA にࡘいては࣏ࣜ࢜ࣂマー合成に㛵ࢃる᪤▱のい

かなる㓝⣲にもఝていなかった。ྛ㑇ఏ子の⭠⳦Ⓨ⌧ࢡ࣋ターをᵓ⠏し，同Ⓨ⌧ࢡローンᰴをస〇し

た。ḟいで，PGA生⏘⬟の分ᯒ，かかる⌧ᛶをㄪᰝした。結果，そのいࡎれの㑇ఏ子⏘物も༢⊂で PGA
生⏘⬟を有しているྍ⬟ᛶがᙉく示唆された。 
 

�
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㹄－���  ウ᳨ࡓࡅルタミン㓟のຠ⋡ᅇにྥࢢȚ࣏ࣜ
○山内ᾏ，ᐑ田┿ᕹ，ⓑ米ඃ୍，ᑿụ⩧ኴ，ⰱ内� ㄔ（㧗▱大・㎰） 
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【目的】࣏ࣜȚࢢルタミン酸（PGA）は⣡㇋⳦➼のヱ⏘生微生物の培㣴ᾮに⣙㸲倍量の࢚タࣀールをῧ

加して生じるỿẊ物から得られる。ただし，ヱ⣧度がపいため，さらなる⢭〇ᕤ⛬を要する。PGA ౯᱁

の高Ṇまりのきな要ᅉの୍ࡘとされる。2013 年，高▱学のᑿụらはにඛ㥑けて PGA ࣉンࢥン࢜

レࢡࢵス（PGAIC）をした᪂たなᅇ収方法をᥦした。2018 年ࡈろには㜰市立学のᮾらが PGAIC
を用したᅇ収技術の確立にᣮんだが，実用化に向けてṧされた課題はከい。今ᅇ，PGAIC ⤒⏤のࠕPGA
効⋡ᅇ収法ࠖ確立のため，基┙的課題にྲྀり⤌んだので報告する。 
【方法・結果】ᮾらは PGAIC を࢚タࣀールに⁐解後，NaCl ⁐ᾮをῧ加することでヱ結合ᵓ㐀部が解㝖さ

れ，PGA の効⋡ᅇ収もྍ⬟と報告している。ところが実㉁的なᅇ収⋡は㹼60%にṆまること，加えて

㐣の塩（定される࢜ン結合数の⣙ 10 倍ࣔル）を含ࡴ水⁐ᾮを要するⅬ➼，かかる方法ㄽには᰿本

的なぢ┤しがᚲ要とのᣦがある。今ᅇ，ヱᅇ収⋡のప下に㐣量の水分が㛵ࢃるとのண測に⮳った。

まࡎ，定࢜ン結合数と➼ࣔルの HCl 分子を含ࡴ濃塩酸 (12N㸹ప用量) をῧ加するᕤ⛬にᨵⰋしたと

ころ，実上の PGA 全ᅇ収までᮃめることが確ㄆできた。ḟいで，㐣の水分ΰධがᅇ収不全の᭱

要ᅉであることを立ドするため，上㏙と同ࣔル᮲௳下，塩酸のみᕼ㔘する方法(0.2N 水⁐ᾮ)に変᭦したと

ころ，PGA のᅇ収⋡は㹼10%にṆまった。PGAIC ⤒⏤のࠕPGA 効⋡ᅇ収法ࠖでは㐣な水分のΰධを㑊

けるᕤኵ㸭ᡓ略が≉に㔜要であることがุ明した。 
�
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ゆたかな自然と水資源に恵まれた四国の地から、

全国のお客さまへ、
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info@shinwacorp.co.jp

□ 営業所　東京・大阪・名古屋・仙台・福岡

高品質な不織布づくり、半世紀。

http://www.shinwacorp.jp

Nanofiber
ナノファイバー

Spunbonded
スパンボンド

Spunlaced
スパンレース

Thermal-bonded
サーマルボンド

Resin-bonded
レジンボンド
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